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Amazon Connect の決定とは

Amazon Connect Decisions は、AI チームメイトと連携するサプライチェーンの計画とインテリジェ
ンスのソリューションです。チームは需要シグナルをコンセンサス予測に調整し、制約を考慮した供
給計画を作成し、運用を積極的にモニタリングして問題を防止し、問題を解決し、継続的な改善の根
本原因を特定します。

AI チームメイトは、運用手順とルールに基づいて、既存のシステムと統合し、実践者の意思決定か
ら学ぶなど、作業方法に適応します。Amazon サプライチェーンの専門知識を活用して、1 日目から
効果的な計画と推奨事項を提供します。

調整を処理してアクションを実行する AI エージェントチームを主導し、サービスレベルと運転資本
効率を促進する戦略的意思決定に集中できます。

利点

ビジネスに適応する

AI チームメイトは、ビジネス、システム、意思決定に適応し、既存のワークフロー内で迅速に変
革を実現します。運用手順とビジネスルールに基づいて、チームメイトは既存の計画システムと 
ERP システムを使用します。プランナーの決定から学び、優先順位に合わせ、知識を体系化し、
時間の経過とともに運用が改善し、すべてのチームメンバーがより効果的になります。

今後の一歩先を行く

24 時間 365 日の調整作業を処理する AI エージェントチームを率い、需要シグナルの伝達、制
約対応計画の生成、承認されたアクションの実行を行います。また、チームメイトは、何千もの 
SKUs、問題になる前に重要なものを明らかにします。プランナーは、ビジネスの成果を促進す
る戦略的意思決定を通じて、事後対応型火災対策から事前対応型計画に移行し、より効果的な運
用を実行し、サービスレベルを改善します。

1 日目から信頼を構築する

AI チームメイトは、30 年以上にわたって 400M個以上の Amazon SKUs を管理し、25 個以上の
専門的なサプライチェーンツールを備えたサイエンスに支えられています。チームは、世界でも
最も複雑なサプライチェーンネットワークの 1 つによって評価されたドメインの専門知識を活
用し、信頼できる説明可能な明確な推論 out-of-the-box ですぐに実用的なインサイトとレコメン
デーションを提供します。

利点 1
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機能

アダプティブインテリジェンス

AI チームメイトは、パターンの監視、重要なことの検出、アクションの推奨、承認された決定
の実行など、継続的なループを通じてすべての計画と決定から学習します。これにより、プラン
ナーが退職しても専門知識は維持され、新メンバーは初日から生産性が上がり、手動の再トレー
ニングなしで成果が向上します。

需要インテリジェンス

AI チームメイトは、Amazon データでトレーニングされた 18 以上の予測ツールと基盤モデルを
動的に調整し、SKU レベルで自律的に最適化します。履歴が限られている場合でも、1 日目から
正確な予測を生成します。精度を継続的にモニタリングしながら、コンセンサスプランニングを
通じて統計予測、顧客コミットメント、部門間の入力を調整します。

供給インテリジェンス

AI チームメイトは、将来を見据えた供給計画 (プレビュー) を作成し、影響別にランク付けされた
戦略的意思決定に例外をインテリジェントにクラスター化します。ネットワーク全体で制約対応
計画の最適化モデルを実行します。オペレーションを 24 時間 365 日モニタリングし、重要なこ
とを明らかにし、承認済みの決定を既存のシステムに直接実行して、サイクルを数週間から数時
間に短縮します。

エージェントオンボーディング

AI を活用したオンボーディングエージェントは、自然言語会話によるセットアップをガイド
します。JDBC または Amazon S3 を介してフラグメント化されたデータを接続し、Connect 
Decisions 用に準備し、予測に影響を与える前に問題に自動的にフラグを付けます。リアルタイ
ムプレビューを使用して、ビジネスルールとポリシーをプレーン言語で設定します。数か月では
なく数週間で運用できます。

機能 2
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主要な概念と用語

決定

• インサイト: プロアクティブサプライチェーンモニタリングのコアリソース、および Amazon 
Connect Decisions で作業するプライマリエンティティ。インサイトは、サプライチェーンの問題
の検出、根本原因分析、推奨されるアクションをまとめ、オペレーションに影響を与える前に問
題を特定して解決するのに役立ちます。インサイトは、メトリクスが定義された条件 (たとえば、
「製品 A の予測精度がサイト B で 72% に低下しました」) を超過したことをルールが検出したと
きに生成されます。同じ製品、サイト、レコメンデーションタイプを共有する関連検出は 1 つの
インサイトに統合されるため、1 か所で調査して対処できます。

• メトリクス: サプライチェーンのパフォーマンスを評価する定量化可能なメジャー。メトリクス
は、モニタリング対象 (予測精度、インベントリレベル、カバー日数など) と、データ全体でこれ
らの測定値を計算する方法を定義します。

• ルール: 例外 (インサイト) を生成するタイミングを定義するビジネスロジック。ルールは、メトリ
クスに基づいてインサイトをトリガーするしきい値、条件、基準を指定します (例：「A クラス製
品の予測精度が 85% を下回ると例外を生成する」）。メトリクスとルールは連携してインサイト
を生成します。メトリクスは測定対象を定義し、ルールはそれらのメトリクスをしきい値と照らし
合わせて評価し、インサイトを生成するタイミングを決定します。たとえば、予測精度メトリクス
はパフォーマンスを計算し、ルールは、そのメトリクスが A クラス製品で 85% を下回るとインサ
イトをトリガーします。

• 根本原因: 例外が発生した理由を説明する AI を活用した調査。根本原因分析では、寄与要因、
データパターン、コンテキスト情報を調べて、パフォーマンスの逸脱の根本的な理由を特定しま
す。

• 推奨事項: 例外を解決するために AI が生成した推奨アクション。推奨事項には、根本原因に対処
し、通常のオペレーションを復元するための具体的で実用的な手順が記載されています。

• エージェントガイドライン: 例外を分析してレコメンデーションを生成する際の AI エージェント
の動作をガイドする手順。これらのガイドラインには、ビジネスポリシー、運用上の制約、意思決
定の設定が含まれています。

• 重要度要因: 財務上の影響が例外の優先順位付けにどのように影響するかを決定する設定。重要度
要因は、最もビジネスクリティカルな問題を最初に浮き彫りにするのに役立ちます。

決定 3
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計画

以下は、Demand Planning で使用される一般的な用語です。

• ベースライン予測 – システムが履歴データを使用して予測を生成することを指します。なんらか
の上書きを適用する前の初期需要予測が提供されます。

• データセット – 販売注文履歴や製品情報など、予測の生成に使用するデータのコレクションで
す。

• 需要計画サイクル – 需要計画の作成と最終化にかかる時間です。これには、予想の生成、ステー
クホルダーとの協力による需要計画の調整と公開などがあります。

• 需要計画 – 計画は定義された期間に対して作成され、ローリングタイムウィンドウ (計画サイクル) 
を通じて定期的に更新されます。各需要計画には、計画サイクル内に複数のバージョンを含めるこ
とができ、計画サイクル内で受信した増分データの計画の改良をサポートします。需要計画には、
次のようなステータスを表示できます。

• 保留中 – 計画設定は作成されますが、計画作成には送信されません。

• 進行中 – 計画設定は計画作成のために送信され、計画は予測生成のために進行中です。

• Failed – 計画予測が失敗しました。問題を解決するには、E メールとアプリ内通知を探します。

• レビュー中 – 計画サイクルが開いており、予測を編集できます。

• 最終 – 計画サイクルは終了し、予測を編集することはできません。ただし、需要計画は表示で
きます。

• 予測設定 – 予測生成の計画を管理する一連の計画条件。これには、Demand Planning による予測
の生成方法に影響する計画サイクル設定、期間の詳細度、階層設定などがあります。

• 予測の詳細度 – 予測の作成方法と管理方法を定義します。製品、ロケーション、顧客、チャネル
の各ディメンションを組み合わせて使用できます。データセット内の製品ごとに、予測データを
日、週、月、または年ごとに集計する時間間隔を選択することもできます。例えば、予測の詳細度
が日次に設定されている場合、データセット内の各製品の予測は日次で表示されます。

•
Note

Demand Planning では、計画にグレゴリオ暦が使用されます。デフォルトの週の開始日は
月曜日です。

• 上書き – システムが生成した予測に対して行う変更を指します。

• 計画期間 – 予測が生成される将来の期間の合計。予測開始日から測定されます。計画期間は、タ
イムバケット (日単位、週単位、月単位) と計画期間の長さを組み合わせて決定されます。たとえ
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ば、26 週間の計画期間を持つ週次計画では、予測開始日から次の 26 週間をカバーする予測が作
成されます。

• 製品ライフサイクル – 製品ライフサイクルとは、導入からサポート終了 (EoL) までの製品のさま
ざまな段階を指します。

• 公開された需要計画 – 計画の最終出力。最終化された需要計画を下流の在庫システムと供給計画
システムに公開して実施することを選択できます。

計画 5
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ホームページについて
Amazon Connect Decisions へようこそ。ホームページは、サプライチェーンの意思決定インテリ
ジェンスの中心的なハブです。このガイドでは、ホームページの各セクションを順を追って行動を
開始できるように順を追って説明します。ホームページは、セクション 1: メトリクス、セクション 
2: 今日のトップトピック、セクション 3: 自然言語インターフェイス (NLI) / 決定チームメイト、セク
ション 4: ナビゲーションバーの 4 つの主要なセクションで構成されています。

主要なメトリクス
ホームページの上部には、サプライチェーンの状態をリアルタイムでスナップショットできる最大 5 
つのメトリクスカードが表示されます。マネージャーペルソナによって定義されたルールに応じて、
これらのメトリクスは他のアカウントとは異なる場合があります。

メトリクス 説明

オープンインサイト 
の合計

すべてのモニターでアクティブなインサイトの合計数。今日作成された
新しいインサイトの日次数が含まれます。

Low Safety Stock (サ
ンプル)

在庫が安全在庫のしきい値を下回った SKUs を追跡します。

主要なメトリクス 6
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メトリクス 説明

予測在庫切れ (サンプ
ル)

現在の需要と供給シグナルに基づいて、在庫切れのリスクがある項目に
フラグを付けます。

過剰な安全在庫 (サン
プル)

必要以上の在庫がある項目を特定し、運転資本を結び付けます。

カバー日数 (サンプル) 追跡対象アイテムの供給日数をモニタリングします。

各カードには以下が表示されます。

• そのカテゴリのオープンインサイトの現在の合計

• 午前 0 時以降に生成された新しいインサイトの数を示す 1 日あたりの増分 (たとえば、今日作成さ
れた +308)

Tip

任意のメトリクスカードをクリックして、そのカテゴリのインサイトの完全なリストをドリ
ルダウンします。

Note

管理者ペルソナには、データ検証エラーに関連するメトリクスと、アカウント内のユーザー
の総数も表示されます。

本日の上位トピック

メトリクスの下に、「Top Topics for Today」セクションには、注意すべき最も重要なインサイトグ
ループが表示されます。各トピックカードには、プランナーペルソナに関するインサイトの数とそれ
に関連する財務上の影響が表示されます。これらのトピックカードは、 管理者の場合によって異な
ります。

本日の上位トピック 7
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トピックカード インサイトの数 
(サンプル値)

財務上の影響 (サ
ンプル値)

意味

最大の財務上の
影響

73 10,530,538 USD ドル価値が最も大きいインサイト。
最大 ROI については、ここから開始
します。

最も緊急な対応 100 991 USD 財務規模に関係なく、即時のアク
ションを必要とする時間的制約のあ
るインサイト。

進行中 13 1,694,240 USD チームが積極的に取り組んでいるイ
ンサイト。

期限超過 100 $0 アクションの期限を過ぎ、即時の
フォローアップが必要なインサイ
ト。

各カードにはレビューボタンが含まれています。クリックすると、そのトピックのインサイトの完全
なフィルタリングされたリストが表示されます。

Note

財務上の影響値は、在庫の露出と需要のシグナルに基づいてシステムが計算した見積りで
す。これは、管理者が Amazon Connect Decisions に財務情報を提供している場合にのみ表
示できます。そうしないと、ゼロになります。

自然言語インターフェイス (NLI)/意思決定チームメイト

Decisions Teammate パネルは、ホームページの右側にあります。AI を活用したチームメイトであ
り、アプリケーションをナビゲートし、インサイトを解釈し、サプライチェーンの質問に答えるのに
役立ちます。アプリケーション全体で常に使用できます。

使用方法:

1. 「質問する」テキストフィールドに質問を入力します。

自然言語インターフェイス (NLI)/意思決定チームメイト 8
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2. チームメイトは、データとインサイトから導き出されたコンテキストに応じた回答で応答しま
す。

3. 「今週の上位の在庫切れリスクは何ですか?」、「特定の製品またはリージョンに関するインサイ
トを表示する」、「ポートフォリオのカバー日数はどういう意味ですか?」などの質問をすること
ができます。

NLI を使用する最善の方法:

• 現在のサプライチェーンのインサイトと計画の簡単な概要が必要な場合。

• フィルターを手動で移動せずにインサイトを調べる場合。

• 特定のインサイト、根本原因、または推奨事項を理解する必要がある場合。

• 需要計画または供給計画について詳しく知りたい場合。

• システムによって生成されたインサイトや計画に関するフィードバックを共有する場合。

エージェントアプリケーションとして、詳細を確認し、アクションを実行し、フィードバックを共有
するときはいつでも NLI を活用します。NLI の機能は、時間の経過とともに引き続き強化されます。

ナビゲーションバー

Amazon Connect Decisions は、プラットフォーム内を移動するのに役立つ 2 つのナビゲーション要
素を使用します。

上部ナビゲーションバー

• Amazon Connect Decisions ロゴ – クリックして、どこからでもホームページに戻ります。

• ホーム – このホームページに戻ります。

• Insights – フィルタリング、ソート、詳細機能を使用して、完全な Insights ビューを開きます。

• 計画 – 需要計画や供給計画に移動します。

• 通知ベル – システムの更新を警告します。

• ユーザープロファイル – アカウント設定、設定、サインアウトオプションにアクセスします。

左サイドバーメニュー

• ホーム – ホームページショートカット。

ナビゲーションバー 9
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• インサイト – 管理者がインサイトモニターとしきい値を管理できる設定を含むサブナビゲーショ
ンを表示するように展開します。

• 計画 – 需要と供給の計画ワークフローにアクセスします。

• 折りたたみ/展開ボタン – サイドバーを切り替えてワークスペースを最大化します。

Tip

左側のサイドバーを折りたたむと、画面スペースを増やすことができます。

ナビゲーションバー 10
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オンボーディング

Amazon Connect Decisions のオンボーディング

Amazon Connect Decisions のオンボーディングエージェントは、AI セットアップチームメイトとし
て機能し、インサイトモニタリングを設定する技術的な複雑さを抽象化します。SQL クエリを手動
で定義したり、データスキーマをマッピングしたり、ビジネス要件を技術仕様に変換したりする代わ
りに、エージェントと会話してモニタリングシステムを設定します。

オンボーディングエージェントが役立つこと:

1. ビジネスコンテキストを理解する: 標準運用手順、ビジネスポリシー、運用ガイドラインを自然言
語または既存のドキュメントをアップロードして共有します。エージェントはマテリアルを分析
し、関連する設定パラメータを自動的に抽出します。

2. 要件を設定に変換する: モニタリングする内容をプレーン言語で記述します。たとえば、「高価値
製品の予測精度を追跡する必要があります」や「在庫が安全在庫レベルを下回ったときに警告す
る」などです。エージェントは、SQL に関する知識を必要とせずに、これらのビジネス要件を適
切なメトリクス定義、ルール、しきい値に変換します。

3. 設定の反復: 会話を通じてモニタリング設定を絞り込みます。「このルールをより機密性の高いも
のにできますか？」などの質問をします。または「特定の製品カテゴリのフィルタリング基準を
追加する必要がありますか？」 エージェントは、変更をコミットする前にオプションを調べ、ト
レードオフを理解するのに役立ちます。

4. 本番稼働前の変更の検証: プレビュー関数を使用して、実際のデータに対して設定がどのように実
行されるかを確認し、本番稼働用に変更を保存する前に、新しい設定で生成されるインサイトを
確認できます。

5. トラブルシューティングと最適化: 設定で期待される結果が得られない場合は、何が表示されてい
るかを記述します。エージェントは問題の診断と改善の推奨に役立ちます。

この会話型アプローチは、技術的な深い専門知識がなくても、高度なサプライチェーンのモニタリン
グを設定できることを意味します。AI チームメイトは、ビジネス要件と運用上の優先順位の定義に
集中しながら、複雑さに対処します。

前提条件

前提条件

Amazon Connect Decisions のオンボーディング 11
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インサイトを設定する前に、以下を確認してください。

• Amazon Connect Decisions インスタンスは、設定および実行されているデータフローで設定され
ます

• 設定にアクセスするためのマネージャーロールのアクセス許可

• Supply Chain Data Lake にアップロードされる必須データエンティティには、以下が含まれま
す。

• 過去の需要または売上データ (最低 12 か月を推奨)

• 分類と属性を含む製品マスターデータ

• サイトと位置情報

• 現在の在庫状況

• サプライヤーとリードタイムのデータ (供給モニタリングを設定する場合)

• アップロード用に準備された標準運用手順またはビジネスポリシー (オプションですが、設定を高
速化するために推奨されます)

前提条件 12
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決定
Amazon Connect Decisions は、サプライチェーンを継続的にモニタリングして注意が必要な問題を
検出し、解決するための実用的な推奨事項を生成します。このガイドの「ディシジョン」セクション
では、システムを効果的に動作させるために必要なすべてについて説明します。例えば、注意すべき
ことのトレーニングから、表示されるインサイトの確認と対応までについて説明します。

Insights とは

Insights は Amazon Connect Decisions の主な出力です。各インサイトは、検出されたサプライ
チェーンの問題を表し、根本原因分析とそれを解決するための推奨アクションと組み合わせていま
す。インサイトは、設定されたモニタリングルールがメトリクスが定義されたしきい値を超えたこと
を検出したときに生成されます。たとえば、予測在庫が安全在庫の最小値を下回った場合や、供給日
数が許容レベルを下回った場合などです。

各インサイトには以下が含まれます。

• 検出された問題とそのビジネスコンテキストの説明

• 問題が発生した理由を説明する根本原因分析

• 数量、場所、タイムラインなどの特定のパラメータを含む推奨アクション

• 対応に優先順位を付けるのに役立つ財務上の影響 (管理者がデータを提供した場合)

• 同じ根本的な原因を共有する可能性のある関連するインサイト

Insights は、需要と供給の両方のモニタリングを対象としています。これらは財務上の影響に基づい
て重要度別にランク付けされるため、チームは運用にとって最も重要な問題に集中できます。

意思決定の仕組み

決定は、設定と管理の 2 つのフェーズで連携して機能します。

設定は、Amazon Connect Decisions にモニタリングする対象、検出した対象を解釈する方法、チー
ムに提示する対象を優先する方法を教える方法です。インサイトをトリガーするメトリクスとルール
を定義し、根本原因の分析とレコメンデーションを形成するガイドラインを提供し、重要度ランキン
グを決定する財務的影響要因を割り当てます。設定はセットアップ中に 1 回完了し、運用ニーズの
変化に応じて時間の経過とともに改善されます。

Insights とは 13
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インサイトの管理は、システムが生成するインサイトを確認、フィルタリング、行動するday-to-day
経験です。設定が完了すると、チームはインサイトページを使用して関連する問題を見つけ、根本原
因を理解し、推奨されるアクションを実行または却下します。

このセクションの内容

Insights の設定

• インサイトの生成方法: サプライチェーンデータと設定を実用的なインサイトに変換する 4 段階の
プロセスを理解する

• ナレッジソース: SOPsと文書化されたビジネスベストプラクティスを共有して、Amazon Connect 
Decisions がメトリクス、ルール、ガイドラインを生成する前に運用コンテキストを理解できるよ
うにする

• 検出: 需要または供給のモニタリングのためにインサイトがトリガーされるタイミングを決定する
メトリクスとルールを定義します。

• 根本原因とレコメンデーションのガイドライン: 根本原因の分析とレコメンデーションを生成し
て、ビジネスプラクティスと運用上の制約に合わせる方法を形成する

• 優先順位付けと重要度: Amazon Connect Decisions がビジネス上の優先度別にインサイトをラン
ク付けできるように、インサイトタイプに財務上の影響を割り当てる

Insights の管理

• インサイトのフィルタリングとソート: Insights ページに移動し、製品階層、サイト、重要度、カ
スタムセグメントでフィルターを適用し、影響または緊急度でソートして、最も重要なことに焦点
を当てます。

• インサイトの詳細について: 特定のインサイトについて、根本原因分析、主要なメトリクス、推奨
事項、および関連するインサイトを確認します。

• レコメンデーションに対するアクションの実行: レコメンデーションを承諾、破棄、または完了と
してマークし、解決アクティビティの進行状況を追跡する

• インサイトに関するフィードバックの提供: システムの改善に役立つインサイトとレコメンデー
ションの品質を経時的に評価する

このセクションの内容 14
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Insights の設定

Insights 設定は、Amazon Connect Decisions に監視対象を教える方法、検出した内容を解釈する方
法、およびチームに表示されるものを優先する方法です。設定は、需要と供給の両方のモニタリング
に適用されます。一連の作業には、ナレッジソース、検出 (メトリクスとルール）、根本原因と推奨
事項 (ガイドライン）、優先順位付け (重要度) の 4 つの領域があります。プレビューは各ステップで
利用できるため、設定をアクティブ化する前に検証できます。

設定を開くには: ホームページから、左側のナビゲーションでインサイトに移動し、設定を選択しま
す。

4 つの設定領域

• ナレッジソース: SOPsと文書化されたビジネスベストプラクティスを共有して、Amazon Connect 
Decisions がメトリクス、ルール、ガイドラインを生成する前に運用コンテキストを理解できるよ
うにします。

• 検出: 需要または供給のモニタリングのためにインサイトがトリガーされるタイミングを決定する
メトリクスとルールを定義します。

• ガイドライン: 根本原因の分析とレコメンデーションをビジネスプラクティスに合わせて生成する
方法を形成します。

• 重要度: Amazon Connect Decisions がビジネス上の優先順位で Insights をランク付けできるよう
に、インサイトタイプに財務上の影響を割り当てます。

設定が Insights 出力に接続する方法

各エリアは Insights エクスペリエンスを直接フィードします。検出によって表面が決まります。ガイ
ドラインによって分析と推奨されるアクションが決まります。重要度によってインサイトが表示され
る順序が決まります。任意のエリアへの変更は、関連する項目が準備完了ステータスに設定されると
すぐに有効になります。

ベストプラクティス

• 明確なモニタリング目標から始める: メトリクスとルールを作成する前に、オペレーションにとっ
て最も重要なサプライチェーンのパフォーマンス問題を定義します。これにより、過剰なアラート
を生成するのではなく、焦点を絞った実用的なモニタリングを設定できます。

• オンボーディングチームメイトを活用する: 技術仕様を作成するのではなく、自然言語を使用して
モニタリングのニーズを記述します。「A クラス製品に対する感度を高めることはできますか？」

Insights の設定 15
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などの質問をしてください。または「このフィールドは何を行いますか？」 Connect Decisions 
エージェントは、ビジネス要件を適切な設定に変換します。

• 広範なプレビュー: メトリクスとルールの変更は、アクティブ化する前に必ずプレビューしてくだ
さい。プレビュー関数を使用して、次の操作を行います。

• メトリクスがデータに対して正しく計算されていることを検証する

• ルールが適切なしきい値でインサイトをトリガーすることを確認する

• プレビュー結果を製品やサイト別にフィルタリングして、サプライチェーン全体への影響を把握
する

• プレビュー結果が運用上のニーズと一致するまで設定を反復する

• SQL の代わりに説明可能性を使用する: メトリクスとルールの動作を確認するときは、SQL クエ
リを直接調べるのではなく、説明可能性タブを使用します。これにより、技術的な複雑さなしに、
ロジックを平易な言語で理解できます。期待と一致しないものが表示された場合は、エージェント
と協力して説明可能性を通じて修正します。

• ドラフトステータスで反復処理する: ドラフトステータスを利用して、本番インサイトに影響を与
えずにメトリクスとルールを設定およびテストします。設定に自信がある場合にのみ、ステータス
を準備完了に変更します。

• 感度のバランス: 過剰なノイズを発生させずに意味のあるインサイトをキャッチするしきい値を設
定します。プレビューを使用して、アラートカバレッジと運用管理可能性の適切なバランスを見つ
けます。

• シンプルから始めて展開する: 優先順位の高いモニタリングニーズに対応するためのいくつかの主
要なメトリクスとルールから始めます。設定ワークフローに慣れたら、追加のモニタリング領域に
展開します。

• 定期的に確認して絞り込む: メトリクスとルールをアクティブ化したら、生成されたインサイトの
品質と関連性をプランニングインテリジェンスのホームページでモニタリングします。モニタリン
グ設定に戻り、運用経験に基づいて設定を絞り込みます。

Insights はどのように生成されますか?

Amazon Connect Decisions は体系的なプロセスを使用して、サプライチェーンデータをモニタリン
グし、問題を検出し、実用的な推奨事項を含むインサイトを生成します。このプロセスを理解する
と、効果的なルールを設定し、受け取ったインサイトを解釈するのに役立ちます。

Insights はどのように生成されますか? 16
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インサイト生成プロセス

インサイトの生成は、サプライチェーンデータを実用的なインテリジェンスに変換する 4 段階のプ
ロセスに従います。

1. メトリクスの計算

システムは、サプライチェーンデータに基づいてメトリクスを継続的に計算します。これらのメトリ
クスは、次のようなオペレーション全体のパフォーマンスを評価する定量化可能な測定値です。

• 予測インベントリレベル

• 供給日数

• インベントリのターン

• リードタイムの変動性

• 予測精度

メトリクスは、製品、サイト、製品サイトの組み合わせなど、定義した粒度で計算されます。システ
ムは、設定した頻度 (毎日、毎週、または新しいデータが到着したとき) に基づいてこれらの計算を
更新します。

2. ルールの評価

メトリクスが計算されると、Amazon Connect Decisions は設定されたメトリクスベースのルールに
照らしてメトリクスを評価します。メトリクスベースのルールは、潜在的な問題を警告する特定の条
件を定義します。

各メトリクスベースのルールには、次の 3 つの重要なコンポーネントが含まれています。

メトリクス: モニタリングされる定量化可能な測定値

しきい値: 交差したときにインサイトをトリガーする境界値

スコープ: ルールが適用される製品、サイト、またはその他のディメンション

たとえば、ルールには「予測在庫が安全在庫の最小在庫を下回ったときに警告し、在庫切れが 14 以
下になり、顧客への影響リスクが 25,000 USD を超えるまで日数を警告する」と表示される場合があ
ります。

ルールの条件が満たされると、システムは影響を受ける項目のインサイト生成プロセスを開始しま
す。

Insights はどのように生成されますか? 17
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3. 根本原因分析

ルールがトリガーされると、Amazon Connect Decisions は根本原因分析を自動的に実行して、問題
が発生した理由を理解します。システム:

• 複数のディメンションに関連するサプライチェーンデータを検証する

• 履歴パターンと最近の変更を確認します。

• さまざまな要因 (需要、供給、在庫、注文) 間の関係を分析します

• ポリシーベースのルールを適用してビジネスコンテキストを提供する

ポリシーベースのルールは、システムが問題を検討および分析する方法に関する定性的なガイドライ
ンを提供することで、この分析をガイドします。例えば、ポリシーベースのルールには、「在庫不足
に関するインサイトについては、常に需要予測エラー、サプライヤーリードタイムの問題、生産能力
の制約」と表示されます。

根本原因分析は、問題の背後にある主な要因を特定し、寄与要因の詳細な説明を提供します。

4. インサイトの作成とレコメンデーションの生成

根本原因分析が完了すると、システムは以下を使用してインサイトを作成します。

• 問題の明確な説明

• 根本原因の説明

• 関連するメトリクスとデータの視覚化

• 設定した優先順位付け要因に基づく優先度分類

• 問題を解決するための推奨アクション

• 考慮すべき代替アクション

推奨事項は、ビジネスルール、運用上の制約、問題の特定のコンテキストに基づいて生成されます。
システムは、レコメンデーションを策定する際に、他の場所で利用可能な在庫、サプライヤーのリー
ドタイム、生産能力、財務上の影響などの要因を考慮します。

タイミングと頻度

インサイトは、メトリクスベースのルールで設定した頻度 (通常は毎日または毎週) に基づいて生成
されます。システムは、データ更新スケジュールに従って新しいデータを処理し、メトリクスを再計
算し、ルールを評価し、検出された新しい問題に関するインサイトを生成します。

Insights はどのように生成されますか? 18
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新しいデータで問題が設定されたしきい値を満たさなくなったことがわかった場合、既存のインサイ
トは自動的に更新または完了としてマークされます。

ナレッジソース

ナレッジソースは、Amazon Connect Decisions と共有するドキュメントで、運用とモニタリングの
要件に関するコンテキストを提供します。Amazon Connect Decisions はこれらを分析し、その理解
に基づいて、後のステップでメトリクス、ルール、ガイドラインがどのように設定されているかを知
らせます。一般的なソースには、SOPs、ビジネスポリシー、運用ガイドラインなどがあります。

共有する内容: 効果的なナレッジソースには、ビジネスの運営方法とサプライチェーンの問題の管理
方法を説明するドキュメントが含まれています。以下に例を示します。

• インベントリ管理 SOPs (在庫切れへの対応方法、補充を迅速化するタイミング、安全在庫ポリ
シーなど)

• 需要計画ポリシー (季節的な需要への対応方法、プロモーションリフト、新製品の導入など)

• サプライヤー管理ガイドライン (リードタイムの前提、優先キャリアルール、エスカレーション手
順など)

• 運用上の制約 (倉庫の容量制限、注文の最小値、リージョンのフルフィルメントルールなど)

ドキュメントが実際のプロセスにより具体的であればあるほど、Amazon Connect Decisions はユー
ザーに代わって関連するメトリクス、ルール、ガイドラインを生成できます。

• サポートされている形式: PDF、Word、プレーンテキストファイルがサポートされています。

• テンプレート: ナレッジソーステンプレートをダウンロードして、入力を構造化できます。既存の
ドキュメントがない場合は、開始点として使用します。

ナレッジソースを共有するには:

1. Insights Configuration ページで、Knowledge Sources タブを選択します。

2. 必要に応じてテンプレートをダウンロードして完了するか、既存のドキュメントを収集します。

3. アップロードをクリックしてファイルを選択します。Amazon Connect Decisions はドキュメント
を処理し、追加の設定を生成する準備ができたことを確認します。

ナレッジソース 19



Amazon Connect の決定 ユーザーガイド

ヒント

• 複数のソースを共有して Amazon Connect Decisions に包括的なコンテキストを提供します。1 つ
の SOP が良い出発点ですが、関連するポリシーとガイドラインを追加すると出力品質が向上しま
す。

• 追加のナレッジソースは、開始時だけでなく、設定中いつでも共有できます。ソースドキュメント
を更新する場合は、新しいバージョンを共有して Amazon Connect Decisions を最新の状態に保ち
ます。

• ナレッジソースは参照コンテキストを提供し、メトリクス、ルール、ガイドラインを直接作成する
ことはありません。検出とガイドラインの設定を使用して、Amazon Connect Decisions が学習し
た内容に対応します。

検出 (メトリクスとルール)

検出設定は、Amazon Connect Decisions が測定するものと、それらの測定値が需要と供給のモニタ
リングの両方で実用的なインサイトになるタイミングを定義します。これには、連携する 2 つのコ
ンポーネントがあります。

• メトリクス: 定量化可能な計算 Amazon Connect Decisions は、サプライチェーンデータに対して
実行されます。たとえば、A クラス製品の過去 4 週間の予測精度や、サイトごとの在庫日数など
です。メトリクスは、スタンドアロン KPIsことも、ルールへの入力として機能することもできま
す。

• ルール: 1 つ以上のメトリクスを参照し、しきい値が満たされたときに発射してインサイトをトリ
ガーする条件。たとえば、予測精度が 85% を下回ったとき、または供給日数が順序変更しきい値
を下回ったときにトリガーするルールなどです。

メトリクスは測定を提供します。ルールは、その測定がチームが対処すべきものになるタイミングを
決定します。

メトリクスの設定

Insights 設定タブには、設定されたメトリクスとルールが、Detection タブで生成されたインサイト
のプレビューとともに表示されます。この統合ビューでは、モニタリング設定と運用上の影響の両方
を 1 か所で確認できます。

このページからは、以下を実行できます。

検出 (メトリクスとルール) 20



Amazon Connect の決定 ユーザーガイド

• 需要と供給の両方のモニタリング用に設定されたすべてのメトリクスとルールを表示する

• 個々のメトリクスまたはルールを編集する

• 現在の設定で生成される全体的なインサイトを確認する

新しいメトリクスの作成

新しいメトリクスを作成するには、次のいずれかを実行します。

• 自然言語を使用する: オンボーディングエージェントにメトリクスの作成を依頼します。例：「過
去 4 週間の A クラス製品の予測精度を追跡するメトリクスを作成する」 エージェントは、要件を
メトリクス設定に変換します。

• メトリクスの作成ボタン: 「メトリクスの追加」をクリックしてメトリクス作成インターフェイス
を開き、パラメータを直接定義します。

メトリクスを作成または編集すると、システムはメトリクスを「ドラフト」ステータスで保存しま
す。これにより、本番環境のインサイトに影響を与えることなく、メトリクスを設定してテストでき
ます。

既存のメトリクスの確認

メトリクスをクリックすると、メトリクスレビューページが表示され、次のことができます。

• 設定を確認する: 記述子、ディメンションの粒度、時間範囲、その他のパラメータなど、メトリク
スの現在の設定を確認します。

• 自然言語で質問する: オンボーディングチームメイトと協力して、メトリクスを理解して絞り込み
ます。次のような質問をします。

• 「このメトリクスはどのように機能しますか？」

• 「これを A クラス製品のみに制限できますか？」

• エージェントは、ビジネス要件を適切な設定に変換して、メトリクス定義を会話的に反復するの
に役立ちます。

• 説明可能性の確認: SQL クエリを直接確認する代わりに、メトリクスがプレーン言語でどのように
動作するかを説明する説明可能性セクションを表示します。そのためには、

• 「SQL クエリ」セクションを折りたたまない

• 「説明可能性」タブをクリックします。

• 個々のメトリクスの影響をプレビューする: メトリクスプレビューを使用して、現在の設定で実行
時にメトリクスがどのように生成されるかを確認します。特定の製品やサイトでプレビューをフィ
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ルタリングして、メトリクスがサプライチェーンのさまざまな部分にどのように影響するかを理解
します。そのためには、次の操作を行います。

• 画面の下部にある「メトリクスプレビュー」要素を展開します。

• ランタイムメトリクスを生成するには、「プレビューメトリクス」をクリックします。

• 製品やサイト全体で検索条件を使用してプレビューを絞り込みます。

• プレビューを反復する: オンボーディングエージェントと協力してメトリクスを絞り込むときは、
プレビューを使用して変更を検証します。プレビュー結果が運用上のニーズと一致するまで反復処
理を続け、設定を保存します。

フィールドを直接編集する (オプション): メトリクスを自分で設定する場合は、「編集」をクリック
して、エージェントのサポートなしでフィールドを直接変更します。手動で編集しても、オンボー
ディングチームメイトに次のような質問をすることができます。

• 「このフィールドは何を行いますか？」

• 「予測精度 SQL を編集できますか？」

• 「週次レポート用の時間粒度はどのように設定すればよいですか？」

オンボーディングチームメイトは、直接編集インターフェイスで作業している場合でも、中間設定サ
ポートを提供します。

メトリクスのアクティブ化

メトリクス設定とプレビュー結果に満足したら、次の操作を行います。

1. メトリクスのステータスをドラフトから準備完了に変更します。

2. メトリクスをアクティブ化するには、「変更の保存」をクリックします。

これで、メトリクスは、設定されたしきい値に基づいて本稼働インサイトを再計算します。

ルールの設定

「インサイト」設定タブには、設定されたメトリクスとルールが「インサイト」タブで生成されるイ
ンサイトのプレビューとともに表示されます。この統合ビューでは、モニタリング設定と運用上の影
響の両方を 1 か所で確認できます。
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新しいルールの作成

新しいルールを作成するには、次のいずれかを実行します。

• 自然言語を使用する: オンボーディングチームメイトにルールの作成を依頼します。例：「A クラ
ス製品の予測精度が 85% を下回ったときに警告するルールを作成します。」 エージェントは、要
件をルール設定に変換します。

• ルールの作成ボタンを使用します。「ルールの追加」をクリックしてルール作成インターフェイス
を開き、パラメータを直接定義します。

ルールを作成または編集すると、システムはそのルールを「ドラフト」ステータスで保存します。こ
れにより、本番環境のインサイトに影響を与えずにルールを設定およびテストできます。

既存のルールの確認

ルールをクリックすると、ルールレビューページが表示され、次のことができます。

• 設定を確認する: メトリクス接続、しきい値、条件、粒度設定など、ルールの現在の設定を確認し
ます。

• 自然言語で質問する: オンボーディングチームメイトと協力して、ルールを理解して絞り込みま
す。次のような質問をします。

• 「このルールはインサイトをトリガーするタイミングをどのように決定しますか？」

• 「特定の製品カテゴリのフィルタリングを追加できますか？」

• エージェントは、ルールロジックを会話的に反復処理し、モニタリング要件を適切な設定に変換
するのに役立ちます。

• 個々のルールの影響をプレビューする: ルールプレビューを使用して、現在の設定で実行時にイン
サイトがどのように生成されるかを確認します。特定の製品とサイトでプレビューをフィルタリン
グして、ルールがサプライチェーンのさまざまな部分にどのように影響するかを理解します。

• 画面の下部にある「プレビュー」要素を展開します。

• ランタイムインサイトを生成するには、「インサイトのプレビュー」をクリックします。

• 製品やサイト全体で検索条件を使用してプレビューを絞り込みます。

• プレビューで反復する: オンボーディングエージェントと協力してルールを絞り込むときは、プレ
ビューを使用して変更を検証します。プレビュー結果が運用上のニーズと一致するまで反復処理を
続け、設定を保存します。
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フィールドを直接編集する (オプション): ルールを自分で設定する場合は、「編集」をクリックし
て、エージェントのサポートなしでフィールドを直接変更します。手動で編集しても、オンボーディ
ングチームメイトに次のような質問をすることができます。

• 「このしきい値フィールドは何を制御しますか？」

• 「これをクラス A 製品に制限できますか？」

オンボーディングチームメイトは、直接編集インターフェイスで作業している場合でも、中間設定サ
ポートを提供します。

ルールのアクティブ化

ルール設定とプレビュー結果に満足したら、次の操作を行います。

1. ルールのステータスをドラフトから準備完了に変更します。

2. 「変更を保存」をクリックしてルールをアクティブ化します。

ルールは、設定されたしきい値と条件に基づいて本番環境でインサイトを生成するようになりまし
た。

全体的なインサイトの確認

メトリクスとルールを設定してアクティブ化したら、すべての設定が組み合わされた影響を確認しま
す。

1. モニタリング設定ページの検出タブに移動し、プレビューパネルを展開します。

2. このグローバルビュープレビューでは、現在のすべての設定で生成されるインサイトの完全な
セットが表示され、メトリクスとルールの組み合わせの効果が表示されます。

3. このビューを使用して、モニタリング設定がオペレーションに適したボリュームとインサイトを
生成するかどうかを評価します。

4. モニタリングの機密性やカバレッジを調整する必要がある場合は、オンボーディングエージェン
トと直接連携して調整するか、個々のメトリクスやルールに移動してさらに絞り込みます。
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ガイドライン

根本原因と推奨事項のガイドライン

ガイドラインは、Amazon Connect Decisions が根本原因分析とインサイトのレコメンデーションを
生成する方法を形成するのに役立ちます。これらのガイドラインは、AI が生成した説明と推奨され
るアクションがビジネスプラクティスと運用上の制約と一致するようにするポリシーとして機能しま
す。

ガイドラインへのアクセス: Insights 設定ページから、根本原因と推奨事項タブを選択します。

ガイドラインの動作: ガイドラインは、システムがどのように機能するかに影響を与えるコンテキス
トと制約を提供します。

• インサイトとアラートの根本原因を分析する

• 解決のための実用的なレコメンデーションを生成します

• ビジネスルールに基づいて修復アプローチを優先する

• 運用環境とサプライチェーンの制約にガイダンスを適応させます

オンボーディングチームメイトと連携する

オンボーディングチームメイトを使用して、会話でガイドラインを作成および絞り込みます。次のよ
うな質問をします。

• 「プロモーション期間中に高速 SKUs」

• 「45 日を超える変動の遅い在庫にマークダウンレビューのフラグを付けるためのガイドラインを
追加」

• 「最小注文数量がベンダーのリードタイムと一致するようにするガイドラインを作成できます
か？」

チームメイトが要件を理解できるように、標準の運用手順またはビジネスポリシーを共有します。
チームメイトは入力を分析し、AI チームメイトの行動を形成するガイドラインとガードレールに変
換します。

ガイドラインの作成

新しいガイドラインを作成するには、次のいずれかを実行します。
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• 自然言語を使用する: オンボーディングチームメイトにガイドラインの作成を依頼します。例：
「過剰在庫に対処する際に、迅速配送よりも在庫削減戦略を優先するガイドラインを作成する」

• 「ガイドラインの作成」ボタンを使用します。「ガイドラインの追加」をクリックして、パラメー
タを直接定義します。

ガイドラインの例

• 「プロモーション期間中に高速 SKUs」

• 「最小注文数量がベンダーリードタイムと一致していることを確認する」

• 「季節的またはプロモーション活動による需要の急増をモニタリングする」

• 「A クラス製品の在庫切れリスクを 24 時間以内に計画マネージャーにエスカレーションする」

ガイドラインの確認と編集

設定を表示するには、任意のガイドラインを選択します。オンボーディングチームメイトと協力し
て、ガイドラインがインサイトにどのように影響するかを理解します。次のような質問をします。

• 「このガイドラインは、過剰なインベントリインサイトのレコメンデーションにどのように影響し
ますか？」

• 「このガイドラインを A クラス製品に固有にできますか？」

• 「このガイドラインを適用する前後の推奨事項の例を示します」

ガイドラインのアクティブ化

ガイドラインは、ドラフト/準備完了ステータスモデルで動作します。

1. ドラフトステータスでガイドラインを作成および絞り込み、その影響をテストする

2. ガイドラインが望ましい動作を生成するまで、オンボーディングチームメイトと繰り返します。

3. ステータスを「Ready to apply the guidelines to all future root cause analysis and 
recommendations」に変更します。

4. 変更を保存をクリックしてアクティブ化する

アクティブなガイドラインは、システムがインサイトを分析し、レコメンデーションを生成する方法
に即座に影響します。
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優先順位付けと重要度

重要度要因により、財務上の影響に基づいて優先順位付けが可能になり、最も価値の高い運用に影響
を与えるインサイトに集中できます。

重要度設定へのアクセス

Insights 設定ページから、優先順位タブに移動します。

重要度要因の動作

重要度要因は、以下を計算することでインサイトをビジネスへの影響に変換します。

• 収益への影響: サプライチェーンの中断による収益の損失またはリスク (在庫切れ、出荷の遅延、
需要の未達など)

• コストへの影響: サプライチェーンの非効率性によって発生する追加コスト (在庫の超過、配送の
迅速化、廃止など)

オンボーディングチームメイトの使用

オンボーディングチームメイトを使用して、重大度要因を会話で設定します。次のような質問をしま
す。

• 「さまざまな製品カテゴリの収益への影響はどのように計算すればよいですか？」

• 「過剰在庫状況にはどのようなコスト要因を含めるべきですか？」

• 「A クラス製品と C クラス製品で収益への影響を重み付けできますか？」

製品の財務データ、コストの前提、または過去の影響分析を共有します。チームメイトは入力を分析
し、ビジネスの優先順位に沿った重要度要因設定を推奨します。

優先順位付けでの財務上の影響の使用

設定すると、重要度要因によってインサイトページのインサイトのフィルタリングとソートが強化さ
れます。システムは、タイプに基づいて、インサイトごとに計算された財務上の影響を表示します。

• ストックアウトインサイトは収益への影響を示します (推定売上損失)

• 過剰なインベントリインサイトは、コストへの影響 (コストの負担と廃止リスク) を示します。

• 供給中断のインサイトが収益への影響を示す (遅延フルフィルメント)
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• 在庫過剰のインサイトは、コストへの影響 (追加の倉庫と資本コスト) を示します

財務上の影響をフィルタリングしてソートし、ROI を最大化する修復ロードマップを作成できま
す。まず、財務上の影響が最も大きいインサイトに焦点を当てます。

例: 在庫切れのインサイトでは、売上損失に基づいて 1 日あたり 50,000 USD の収益への影響が表示
される場合があります。過剰在庫のインサイトでは、1 日あたり 2,000 USD のコストへの影響が、
コストと潜在的なマークダウンエクスポージャーによって示される可能性があります。

Insights の管理

Amazon Connect Decisions が設定したルールに基づいてインサイトを生成すると、day-to-day作業
では、ルールのレビュー、優先順位付け、および対応が重視されます。このセクションのページで
は、適切なインサイトの検索からアクションの実行、ループの終了まで、そのプロセスについて説明
します。

インサイトの管理の対象

インサイトの使用は自然な進行をたどります。まず、自分の役割に最も関連性の高いインサイトを見
つけ、特定の問題の詳細を掘り下げ、システムが提供する推奨事項に基づいて行動し、時間の経過と
ともにシステムの改善に役立つフィードバックを共有します。このセクションの各ページでは、その
ワークフローの一部について説明します。

このセクションの内容

インサイトのフィルタリングとソート インサイトページでは、サプライチェーン全体でいつでも数
百の問題が発生する可能性があります。このページでは、フィルター、検索、ソートを使用してリス
トを絞り込む方法について説明します。これにより、自分の役割と責任にとって最も重要なことに集
中できます。

インサイトの詳細について 調査するインサイトを特定したら、このページでは、根本原因分析、主
要なメトリクス、サポートデータ、関連するインサイト、アクティビティログなど、インサイトの詳
細ページに表示される内容について説明します。このページを使用して、対応方法を決定する前に、
問題の完全なコンテキストを理解します。

推奨事項に基づいて行動する Amazon Connect Decisions は、各インサイトとともに AI を活用した
推奨事項を生成します。このページでは、これらの推奨事項を評価し、推奨されるアクションを実行
する方法について説明します。
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インサイトに関するフィードバックの提供 フィードバックは、時間の経過とともにシステムを改善
するのに役立ちます。このページでは、インサイトの詳細ページから直接インサイトの品質とレコメ
ンデーションの精度に関する入力を共有する方法について説明します。

インサイトのフィルタリングとソート

Amazon Connect Decisions は、サプライチェーンの責任に最も関連性の高いインサイトにすばやく
集中するのに役立つ包括的なフィルタリングおよびソート機能を提供します。複数のエントリポイン
トからインサイトページに移動し、製品階層、サイト階層、インサイトプロパティ、カスタムビジネ
スセグメントに基づいてフィルターを適用できます。

Insights ページへのアクセス

Insights ページには、いくつかのパスからアクセスできます。

• 左側のナビゲーションメニューから、または上部のナビゲーションバーからインサイトを選択しま
す。

• Insights ページにデフォルトのビュー設定が表示されます。

ホームページから

ホームページでは、ステータスまたは重要度別にインサイト数を表示するステータス概要カードを使
用して、インサイトにすばやくアクセスできます。事前に適用されたフィルターを使用してインサイ
トページに移動するカードを選択します。

ホームページカードから移動すると、インサイトページが開き、関連するフィルターがすでに適用さ
れています。
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インサイトページのレイアウトについて

Insights ページは、次の 4 つの主要セクションで構成されています。

ステータス概要バー

ページの上部に、ステータスカードにはステータスカテゴリ別のインサイト数が表示されます。

• 未開始: ユーザー操作なしで新しく作成されたインサイト

• 処理: システムによって現在分析または処理されているインサイト

• 進行中: レコメンデーションに対してアクションを開始したインサイト

• 解決保留中: アクションは実行されたが、まだ完全に解決されていないインサイト

• 完了: 解決され、ルールのしきい値を満たさなくなったインサイト

• Dismissed: 破棄することを明示的に選択したインサイト

• アーカイブ済み: アーカイブストレージに移動されたインサイト

各カードのステータス名とカウントは青で表示されます。任意のステータスカードを選択して、イン
サイトテーブルをそのステータスにフィルタリングします。
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フィルタリングと検索エリア

ステータスバーの下には、フィルタリングコントロールがあります。

保存されたフィルターセット: 左側のドロップダウンを使用すると、事前設定されたフィルターの組
み合わせを適用できます。

日付範囲フィルター: 中央では、「日付範囲で作成されたフィルター」に現在選択されている日付範
囲 (「2025-01-01 — 2025-12-31」など) が表示されます。選択すると、開始日と終了日を選択でき
る日付ピッカーが開きます。

検索フィルタープロパティ: 右側の検索バーでは、タスク ID、製品名、サイト名、またはその他のプ
ロパティで特定のインサイトを検索できます。

アクティブなフィルターの表示

フィルタリングコントロールの下に、適用されたフィルターがリムーバブルチップとして表示され、
以下が表示されます。

• 列名とフィルター条件 (「重大度 = 高」など)

• 個々のフィルターを削除する X ボタン

• 一致するインサイト (「279 一致」など) を示す結果数

• フィルター管理オプションのドロップダウンを含む「フィルターをクリア」ボタン

Insights テーブル

メインテーブルには、次の列を含むすべてのインサイトが表示されます。

• インサイト ID: インサイトの詳細を表示するためのクリック可能なリンクとしての一意のタスク 
ID

• 説明: 検出された問題の概要

• ステータス: アイコンインジケータ付きの現在のワークフロー状態

• 重要度: カラーコーディングを使用した優先度レベル (重大、高、中、低)

• 緊急性: ソート機能を備えた時間的制約のある優先度

• 割り当て先: インサイトを担当するユーザーまたはチーム

• 影響: 計算可能な場合の財務上または運用上の影響

• 影響日: 問題が発生することが予想される場合

• 作成日: システムがインサイトを検出した日時 (日付と時刻を含む)
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• 製品: インサイトの影響を受ける製品識別子

• アクション: 各インサイトのクイックアクションを含む 3 つのドットメニュー

インサイトのフィルタリング

Amazon Connect Decisions は、関連するインサイトをすばやく見つけるのに役立つ複数のフィルタ
リングアプローチをサポートしています。

検索バーの使用

「検索フィルタープロパティ」バーでは、フィルタリングにすばやくアクセスできます。

1. 検索バーを選択する

2. 検索用語 (タスク ID、製品名、サイト名、キーワード) の入力を開始する

3. 入力すると、システムはリアルタイムの検索結果を提供します。

4. 適用されたフィルターは、検索エリアの下にチップとして表示されます。

階層フィルタリング (製品とサイト)

製品階層またはサイト階層でフィルタリングする場合、システムは 5 つの階層レベルすべてを同時
に検索します。

階層フィルターを適用するには:

1. 検索バーを使用して製品またはサイト名を入力する

2. システムは、階層レベル (レベル 1～レベル 5) でグループ化された一致する結果を表示します。

3. フィルタリングする階層値を選択する

4. 「適用」をクリックします。

5. 完全な階層パスを示すフィルターチップが表示されます

システムは、プレフィックスベースのマッチングとマルチワードサポートを使用します。たとえ
ば、「temp」と入力すると、「Temperature」のプレフィックスと一致するため、「Temperature 
Sensors」と一致します。

階層レベルを選択すると、その階層内のすべての子項目がフィルターに自動的に含まれます。例え
ば、製品レベル 1 で「電子」でフィルタリングすると、特定のサブカテゴリや SKU に関係なく、電
子カテゴリ内の製品に関するすべてのインサイトが表示されます。
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インサイトプロパティによるフィルタリング

特定の列でフィルタリングして、正確なフィールド値に基づいてインサイトを見つけることができま
す。

プロパティフィルターを適用するには:

1. 検索バーまたは列固有のフィルターを使用する

2. フィルター入力は、フィールドタイプに基づいて適応します。

• テキストフィールド (ステータス、重要度): ドロップダウンに事前定義されたオプションを提供
します

• 数値フィールド (影響): 比較演算子を使用して数値入力を提供します

• 日付フィールド (作成日、影響日): 日付ピッカーに範囲の選択を提供します

3. フィルター値を選択または入力します。

4. 「適用」をクリックします。

5. プロパティ名と値 (「ステータス: 未開始」など) を示すフィルターチップが表示されます。

日付範囲フィルタリング

日付範囲フィルターは、インサイト作成日でフィルタリングするための専用インターフェイスを提供
します。

日付範囲フィルターを適用するには:

1. 「日付範囲で作成されたフィルター」を選択します。

2. 現在の日付範囲を示す日付ピッカーが表示されます。

3. カレンダーから開始日と終了日を選択します。

4. フィルターが自動的に適用され、日付範囲が表示されます。

5. 結果カウントが更新され、一致するインサイトが表示されます。

セグメンテーションベースのフィルタリング

カスタムビジネスセグメントを設定している場合は、それらを使用して、顧客層、製品ライン、地理
的リージョンなどの意味のあるビジネスカテゴリに基づいてインサイトをフィルタリングできます。

セグメントフィルターを適用するには:
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1. 検索機能を使用してセグメントタイプを検索する

2. 使用するセグメントタイプ (「顧客層」など) を選択します。

3. セグメント値 (「階層 1」など) を選択します。

4. 「適用」をクリックします。

5. 「セグメントタイプ: セグメント値」を示すフィルターチップが表示されます。

セグメンテーションのセットアップ

セグメンテーションを使用すると、運用上重要なビジネス基準に基づいて製品、サイト、顧客、チャ
ネルをグループ化できます。セグメンテーションフィルタリングを使用するには、まずビジネスグ
ループを定義するセグメンテーションルールテーブルをアップロードする必要があります。

セグメンテーションテーブルロジック:

• 1 行以内 (AND ロジック): 1 行に複数のフィールドに入力する場合、レコードがそのセグメントに
属するには、それらのフィールドがすべて一致する必要があります。

• 複数の行にまたがる (OR ロジック): 同じ segment_type と segment_value を持つ複数の行を作成
すると、レコードがそれらの行のいずれかと一致するかどうかが認定されます。

• NULL 値 (ワイルドカード): フィールドを空白のままにすると「任意の値に一致」を意味します

セグメンテーションテーブルは、市、州、国、取引相手、会社、チャネルなどの追加フィールドとと
もに、製品とサイトの両方で最大 5 つの階層レベルをサポートします。

重要な考慮事項:

• セグメントの更新は、履歴データではなく、将来のインサイトにのみ適用されます。

• segment_type と segment_value はそれぞれ 30 文字以下である必要があります

• 1 つのインサイトを複数のセグメントに属せる

• 数百の個々の IDs

適用されたフィルターの管理

適用されたすべてのフィルターは、検索エリアの下にリムーバブルチップとして表示されます。

1 つのフィルターを削除するには:

1. フィルターチップの X ボタンを選択します。
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2. システムは、結果をフィルタリングして更新する を削除します。

すべてのフィルターを削除するには:

1. フィルターのクリアを選択する

2. システムはすべてのフィルターチップを削除し、フィルタリングされていないビューを表示しま
す。

Note

アクセスコントロールフィルターの切り替え (プロファイル設定で有効になっている場合) は
独立して動作し、「フィルターをクリア」アクションでは削除されません。

保存済みフィルターセットの使用

保存済みフィルターセットを使用すると、頻繁に使用するフィルターの組み合わせを保存し、今後の
セッションですばやく適用できます。

保存したフィルターセットを適用するには:

1. 保存済みフィルターセットドロップダウンを選択する

2. 適用するフィルターセットを選択する

3. 「適用」をクリックします。

4. システムは、そのセット内のすべてのフィルターを一度に適用します。

5. セット内のフィルターごとにフィルターチップが表示される

アクセスコントロールフィルターの切り替えの使用

アクセスコントロールフィルターのトグルは、割り当てられたアクセス許可に一致する製品とサイト
に表示データを制限します。このトグルは、フィルターチップシステムから独立して動作します。

アクセスコントロールの切り替えを設定するには:

1. 右上隅にある名前を選択します。

2. ドロップダウンメニューからプロファイルを選択する

3. 割り当てられたスコープタブに移動します。
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4. 割り当てられたスコープでビューのフィルタリングをオンまたはオフに切り替える

5. [保存] を選択します。

トグルが有効になっている場合:

• アクセスコントロールのフィルタリングがアクティブであることを示すビジュアルインジケータが 
Insights ページに表示されます。

• 割り当てられたスコープに一致する製品とサイトのインサイトのみが表示されます

• このフィルタリングは、手動で適用するフィルターチップに加えて適用されます。

トグルが無効になっている場合:

• 組織全体のすべてのインサイトが表示されます (ロールのアクセス許可による)

• 手動フィルターチップは引き続き正常に適用されます

管理者がすべてのユーザーにアクセス制御フィルタリングを適用するようにシステムを設定している
場合、このトグルを無効にすることはできません。

ソートインサイト

Insights テーブルのすべての列はソートをサポートしており、優先度、影響、タイミング別にインサ
イトを整理するのに役立ちます。

Insights リストをソートするには:

1. Insights テーブルで任意の列ヘッダーを選択する

2. システムはインサイトをその列で昇順にソートします

3. ソート方向を示す矢印が列ヘッダーに表示されます。

4. 同じ列ヘッダーを再度選択して降順に切り替えます

デフォルトのソート順序は重要度 (Critical to Low) です。ソート選択は現在のセッション中も保持さ
れ、適用されたフィルターで機能します。

フィルター結果について

結果数は検索領域の下に表示され、現在のフィルターに一致するインサイトの数を示します。
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結果カウント形式: "X Matches"。ここで、X は、適用されたすべてのフィルター基準を満たすインサ
イトの数です。

フィルターが結果を返さない場合:

システムは、「選択したフィルターに関するインサイトが見つかりません。一部のフィルターを削除
するか、条件を調整してみてください。」

空の状態には以下が含まれます。

• フィルターをクリアボタン

• 現在適用されているフィルターのリスト

• アクセスコントロールの切り替えがオンになっていて結果が表示されない場合、メッセージには
「割り当てられた製品/サイトに利用できるインサイトがない」と表示されます。これが間違って
いると思われる場合は、管理者に連絡してください。」

Insights の詳細

Insights の詳細について

インサイトの詳細ページには、根本原因分析、主要なメトリクス、推奨事項、関連するインサイトな
ど、特定のインサイトに関する包括的な情報が表示されます。このページは、問題を理解し、その影
響を評価し、それを解決するための適切なアクションを決定するのに役立ちます。

インサイトの詳細へのアクセス

インサイトに関する詳細情報を表示するには:

1. Insights ページに移動する

2. Insights テーブルで確認するインサイトを見つけます。

3. インサイト ID を選択します (青いハイパーリンクとして表示されます）。

4. インサイトの詳細ページが開きます

ページヘッダーとナビゲーション

ページの上部:

パンくずリストナビゲーション: 現在の場所 (ホーム > インサイト > フィルタリングされたインサイ
ト) を表示し、インサイトのリストページに戻ることができます。
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ステータスと重要度のインジケータ: 現在のインサイトステータス (「Dismissed」など) と重要度レ
ベル (「Critical」など) を表示します。

最終更新タイムスタンプ: インサイトが最後に変更された日時を示します (例：「最終更新日: 2025 
年 4 月 16 日 03:07 UTC」）。
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インサイトの概要

メインヘッダーには、インサイトに関する重要な情報が表示されます。

インサイトタイトル: 問題の説明的な概要 (DC-SAN-00170: 調達ルールが設定されていない、大量需
要に対するインバウンド供給が在庫切れを引き起こす」など)

主要メトリクス (右側に表示):

• 影響日: 問題が発生することが予想される場合

• 影響: 財務上の影響額 (例：「3,561,955 USD」)

• インサイト ID: コピー機能を備えた一意の識別子

• 作成日: インサイトが生成された日付

概要: 主な問題、ビジネスコンテキスト、インサイトが生成された理由を説明する簡単な段落

根本原因分析セクション

概要の下に、根本原因分析セクションでは、問題の原因を詳しく調査できます。

セクション構造: 根本原因分析は、わかりやすいタイトルを持つ展開可能なセクションとして表示さ
れます。

根本原因の詳細を表示するには:

1. 根本原因分析セクションを見つける

2. 任意のセクションの横にある矢印アイコンを選択して展開します。

3. 展開されたセクションには、以下が表示されます。

• 寄与要因の詳細な説明

• 定量的証拠とデータポイント

• イベントまたは条件のタイムライン

• 関連するビジネスコンテキスト

一般的な根本原因のカテゴリは次のとおりです。

• 予測在庫減少

• 特定された根本原因 (ソーシングルールの欠落など)
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• 評価された利用可能なインベントリ

• 計算された注文数量の要件

• 計算された配信日

関連するデータセクション

関連データセクションには、サポート情報へのリンクがあります。

• データ可視化: インベントリの傾向、需要パターン、またはその他の関連メトリクスを示すグラフ
とグラフへのリンク

• 分析リソース: ベンダーのリードタイム分析、インベントリポリシーの制約、またはその他のサ
ポートデータへの参照

• 関連するメトリクス: インサイトを知らせるパフォーマンス指標への接続

根本原因分析をサポートする基盤となるデータをドリルダウンするリンクを選択します。

推奨事項セクション

推奨事項セクションには、インサイトを解決するためのシステム生成の提案が表示されます。

レコメンデーションカード: 各レコメンデーションは、以下を含むカードとして表示されます。

レコメンデーションタイトル: 提案されたアクションの明確な説明 (例：「Create purchase order for 
3,205 units of ACDN-M15-RPA-0070」)

推奨事項の詳細: 以下を含む特定のパラメータ。

• 数量と単位

• ロケーション (サイト、ウェアハウス)

• 日付とタイムライン

• 製品またはサプライヤー識別子

タイムスタンプ: レコメンデーションが生成された日時

詳細リンク: 「詳細」を選択すると、理論的根拠や期待される成果など、完全なレコメンデーション
情報が表示されます。

アクションステータス: レコメンデーションの現在の状態 (「アクションが利用可能」など)
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レコメンデーションを展開するには:

1. レコメンデーションタイトルの横にある矢印アイコンを選択します。

2. カードが展開され、以下が表示されます。

• アクションパラメータを完了する

• 理論的根拠と分析のサポート

• 期待される成果と利点

• 関連するデータと計算

アクティビティログ

アクティビティログセクションは、インサイトに関連するすべてのアクションと更新を追跡します。

ログエントリ構造: 各エントリには以下が含まれます。

• アクションの説明: 発生した内容 (ACDN-M15-RPA-0070および DC-SAN-001 の在庫切れリスク項
目」など)

• インサイト ID リファレンス: 関連するインサイトへのリンク

• システム情報: API コールまたは関連するシステムプロセス

• タイムスタンプ: アクションが発生した日時

• 詳細リンク: 選択すると追加情報が表示されます

• 使用可能なアクションボタン: 該当する場合、使用可能な次のステップが表示されます

アクティビティの詳細を表示するには:

1. ページの下部にあるアクティビティログセクションを見つけます。

2. 任意のログエントリで「詳細」を選択して展開します。

3. そのアクティビティに関する詳細情報を確認する

アクティビティログには、エントリが逆の時系列で表示され、最新のアクションが上部に表示されま
す。

関連するインサイトセクション

ページの下部にある関連インサイトセクションには、現在の問題に関連する他のインサイトが表示さ
れます。
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セクションヘッダー: 関連するインサイト (「関連インサイト (6)」など) の数を表示します。

関連するインサイトテーブルには、以下が表示されます。

列

• インサイト ID: クリック可能なリンクとしてのタスク識別子

• 説明: 関連するインサイトの簡単な概要

• ステータス: アイコン付きの現在のワークフロー状態 (「Dismissed」など)

• 製品: 製品識別子

• サイト: サイト識別子

関連するインサイトを表示するには:

1. 関連するインサイトテーブルでインサイト ID を選択します。

2. システムは、そのインサイトの詳細ページに移動します。

関連するインサイトは、現在の問題がより広範なパターンの一部であるか、他のサプライチェーンの
課題に関連しているかを理解するのに役立ちます。

ビジュアルインジケータについて

インサイトの詳細ページ全体で、ビジュアル要素は情報をすばやく解釈するのに役立ちます。

ステータスバッジ: 色分けされたインジケータに現在のインサイト状態が表示されます。

• Dismissed: 破棄されたインサイトの灰色のインジケータ

• 進行中: アクティブな作業の青いインジケータ

• 未開始: 新しいインサイトのデフォルト状態

重要度インジケータ: 色とアイコンの通信優先度

• 重大: 最高優先度の赤色のインジケータ

• 高: 重大な問題を示すオレンジ色のインジケータ

• 中: 中程度の懸念を示す黄色のインジケータ

• 低: 軽微な問題を示す灰色のインジケータ
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展開可能なセクション: 矢印アイコンは折りたたみ可能なセクションと追加の詳細を示します

クリック可能な要素: 青いハイパーリンクは、インサイト IDsや詳細リンクなどのインタラクティブ
な要素を示します

アクションボタン: 灰色の「使用可能なアクション」ボタンは、レコメンデーションに対してアク
ションを実行できる場所を示します

Insights の詳細ページのナビゲーション

Insights Details ページから、次のことができます。

Insights のリストに戻る: パンくずリストナビゲーションで「Insights」または「Filtered Insights」を
選択します。

関連するインサイトを表示する: 関連するインサイトセクションでインサイト ID を選択して、関連
する問題を調査します。

サポートデータへのアクセス: 関連データセクションのリンクを選択して、関連するダッシュボード
と分析ビューを開きます。

レコメンデーションに対してアクションを実行する: アクションボタンを使用して、レコメンデー
ションを完了として承認またはマークします

ページの更新

インサイトの詳細ページは、次の場合に自動的に更新されます。

• 新しいデータが使用可能になる

• 推奨事項が生成または更新される

• インサイトに対してアクションが実行される

• 関連するインサイトの変更ステータス

ページ上部の「最終更新」タイムスタンプには、最新の更新が発生した日時が表示されます。

推奨事項に基づく行動

インサイトの詳細ページでは、サプライチェーンの問題を解決するために設計されたシステム生成の
推奨事項を確認して対処できます。このページでは、レコメンデーションを評価し、推奨されるアク
ションを実行する方法について説明します。Amazon Connect Decisions は、ユーザーに代わって特
定のオペレーションを実行するように外部システムとやり取りするように設定できます。有効にする
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と、Amazon Connect Decisions は Insights を通じて推奨されるアクションを実行するように を提供
します (発注書の作成、更新、キャンセルなど）。

Note

Actions 機能を使用する場合、Amazon Connect Decisions が Boomi (boomi.com) を統合ミド
ルウェアとして使用して、プラットフォームでの承認後に発注書を作成するなど、ユーザー
に代わってアクションを実行するために必要なデータを送信および処理することを許可しま
す。データは Boomi 内に保存されません。

推奨事項について

推奨事項は、インサイトに対処するための AI 生成の提案です。各レコメンデーションには以下が含
まれます。

• 特定のアクション: 何をするか (発注書の作成、在庫の移管など)

• パラメータ: 数量、場所、日付、その他の詳細

• 理由: このアクションが推奨される理由

• 期待される成果: このアクションがインサイトを解決する方法

推奨事項は、最も効果的なソリューションに集中できるように、影響、実現可能性、緊急性に基づい
て優先順位が付けられます。

推奨事項の確認

アクションを実行する前に、推奨事項の詳細を確認してください。

• レコメンデーションのタイトルと説明を読む: 提案されているアクションを理解する

• レコメンデーションカードを展開する: 矢印アイコンを選択して詳細全体を表示します。

• 理論的根拠を確認する: このアクションが推奨される理由を理解する

• パラメータを確認する: 数量、場所、日付、その他の詳細を確認する

• 期待される成果を評価する: このアクションがビジネスニーズに合っているかどうかを評価する

使用可能なアクション

レコメンデーションごとに、いくつかのアクションオプションがあります。
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Accept

Accept を選択してレコメンデーションを承認し、提案されたアクションに進みます。

レコメンデーションを受け入れる場合:

• インサイトのステータスが「進行中」に変わります。

• レコメンデーションは承諾済みとしてマークされます

• 関連するインサイトは、該当する場合、更新される可能性があります。

• システムは今後の参照のためにアクションを追跡します

レコメンデーションを受け入れるには:

1. レコメンデーションの詳細を確認する

2. 承諾ボタンを選択する

3. プロンプトが表示されたらアクションを確認します。

4. システムはインサイトステータスを更新し、実装の追跡を開始します。

実行されるアクション

システム外の他の手段で問題に対処した場合のアクションを選択します。

実行されたアクションをマークすると、次のようになります。

• インサイトのステータスが「解決保留中」に変わります。

• システムは、そのアクションが手動で実行されたことを追跡します。

• データが解決を確認すると、インサイトは完了としてマークされます

実行されたアクションをマークするには:

1. 外部システムで必要なアクションを実行する

2. インサイトの詳細ページに戻る

3. 実行されたアクションを選択する

4. システムはインサイトステータスを更新します
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レコメンデーションのライフサイクル

推奨事項は、アクションに基づいてライフサイクルに従います。

未開始

レコメンデーションは生成されましたが、まだ実行されていません

進行中

レコメンデーションを承諾したか、アクションを開始しました

保留中の解決

アクションは実行されましたが、データで問題がまだ完全に解決されていません

完了

システムはデータを通じて、アクションがインサイトを正常に解決したことを確認しました

複数の推奨事項

一部のインサイトには複数のレコメンデーションがある場合があります。

主な推奨事項: 分析に基づくシステムの最上位の提案

代替推奨事項: プライマリレコメンデーションが実行可能でない場合の追加オプション

レコメンデーションを選択するには:

1. 利用可能なすべての推奨事項を確認する

2. 期待される成果と実現可能性を比較する

3. ビジネスニーズと制約に最も適した推奨事項を選択する

4. 選択したレコメンデーションに対してアクションを実行する

インサイトごとに受け入れることができる推奨事項は 1 つだけです。レコメンデーションを受け入
れると、そのインサイトに対する他のレコメンデーションは使用できなくなります。

グループ化された推奨事項

複数のインサイトが同じ根本原因を共有する場合、システムは推奨事項をグループ化することがあり
ます。
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グループ化されたレコメンデーションの利点:

• 1 つのアクションで複数のインサイトを解決する

• より効率的なインサイト管理

• システム上の問題をより明確に把握する

グループ化されたレコメンデーションを表示する場合:

• レコメンデーションには、影響を受けるすべてのインサイトが表示されます。

• グループ化されたレコメンデーションに対してアクションを実行すると、関連するすべてのインサ
イトに影響します。

• グループ化されたレコメンデーションを受け入れると、関連するすべてのインサイトが「進行中」
に移行します。

アクションの進行状況の追跡

レコメンデーションに対してアクションを実行した後:

• アクティビティログのモニタリング: アクティビティログセクションでアクションの更新を確認し
ます。

• 関連するインサイトを確認する: 関連するインサイトも解決されているかどうかを確認する

• インサイトステータスを確認する: ステータスインジケータに現在の進行状況が表示されます。

• データ確認の待機: システムは、解決を示す変更についてデータをモニタリングします。

システムがデータを通じてアクションが成功したことを確認すると、インサイトステータスは自動的
に「完了」に更新されます。

ベストプラクティス

行動する前に徹底的に確認する: 推奨事項とその影響を理解していることを確認します。

ビジネス上の制約を考慮する: 推奨されるアクションが運用能力とビジネスルールと一致しているこ
とを確認する

重要なインサイトに迅速に対処する: 短期的な影響がある重要なインサイトには、すぐに対応する必
要があります
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フィードバックを提供する: システムが将来のレコメンデーションを改善するために、親指の上下の
アイコンを使用する

結果をモニタリングする: 承認されたレコメンデーションがインサイトを正常に解決するかどうかを
追跡する

Insights に関するフィードバックの提供

Amazon Connect Decisions を使用すると、根本原因分析 (RCA) の結果やインサイト用に生成され
た推奨事項など、インサイトに関するフィードバックを直接自然言語インターフェイス (NLI) を通じ
て提供できます。お客様のフィードバックは、Amazon Connect Decisions エージェントが将来の分
析とレコメンデーションの精度を学習し、改善するのに役立ちます。フィードバックを提供するに
は、NLI の自然言語フィードバックと NLI のエージェントの応答に対する親指の上下の評価の 2 つ
の方法があります。

クイックサムアップ/ダウンでも、詳細な自然言語修正でも、すべてのフィードバックは Amazon 
Connect Decisions エージェントによって潜在的な学習として評価されます。決定論的、非競合的、
一般化可能なフィードバックは、Knowledge Store に保存されている実用的な学習にキュレートされ
ます。時間の経過とともに、フィードバックによって RCA の精度、レコメンデーションの関連性が
向上し、修正を繰り返す必要がなくなり、やり取りのたびに Amazon Connect Decisions が徐々にス
マートになります。

自然言語フィードバック

Decisions Teammate/NLI に修正または観察を入力するだけで、コンテキスト固有の詳細なフィード
バックを提供することもできます。これは、出力が正しくない理由を説明する場合や、エージェント
が学習すべき運用上の知識を共有する場合に最適です。

たとえば、フランクフルトサイトの電子コネクタに関する予測在庫切れアラート/インサイトを確認
します。根本原因エージェントは、根本原因を需要予測エラーに属性付けします。NLI 経由で応答し
ます。

「根本原因は予測エラーではありません — サプライヤー TP_00001 の契約上の最大注文数量は PO 
あたり 291 ユニットで、システムは 1,600 ユニットに対して単一の PO を生成しました。サプライ
ヤはこれを拒否します。PO を 291 ユニット以下の複数の注文に分割します。」

Decisions Teammate は「修正に感謝します。根本原因を更新して、サプライヤの最大注文数量の制
約を反映しました。推奨事項は 6 つの分割 POs (5 x 291 + 1 x 145 ユニット) として再生成されまし
た。このサプライヤー制約は、TP_00001 に関する今後のすべての推奨事項に適用されます。」
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サムネイルアップ/サムネイルダウンの評価

NLI に表示されるすべての RCA 検出結果とレコメンデーションには、サムズアップオプションとサ
ムズダウンオプションが含まれています。これらを使用して、エージェントの出力が正確で役に立っ
たかどうかをすばやく通知します。コメントを追加して、追加のコンテキストを指定できます。

たとえば、Northeast ディストリビューションセンターで靴を実行すると、在庫切れアラート/インサ
イトが射影されます。RCA エージェントは根本原因を特定します。「サプライヤー TP_00012 の出
荷がロングビーチでのポートの輻輳により 8 日間遅延し、次回のボストンマラソンによって需要が 
22% 急増しました。」 レコメンデーションエージェントは、「6 つの低需要の東南アジアストアか
ら 9 つの高需要の北東部ストアに 1,200 ユニットを再割り当てする」と提案します。

親指をあきらめて「スポットオン」を追加します。ポートの遅延とマラソンの需要の急増がこれを引
き起こしています。良いレコメンデーション」

Decisions Teammate / NLI は「確認ありがとうございます。お客様からのフィードバックによ
り、RCA エージェントの信頼度が高まり、将来の在庫切れ分析のために、ポート中断シグナルを
リージョンの需要イベントと関連付けることができます。」
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プラン

Amazon Connect の決定による計画

Amazon Connect Decisions は、継続的な学習ループでチームと協力して作業する AI チームメイト
を通じてサプライチェーン計画を変革します。これらの AI チームメイトは、オペレーション全体の
パターンを観察し、最も重要なものを検出し、アクションを推奨して、承認された意思決定を実行し
ます。プランナーが退職し、新しいチームメンバーが初日から生産性を上げる場合でも、知識が維持
されるように、専門知識を体系化します。

Amazon Connect Decisions の計画の中核となるのは、相互接続された 3 つのインテリジェンス機能
です。

Demand Intelligence は、Amazon データでトレーニングされた 18 以上の予測ツールと基盤モデルを
動的に調整し、コンセンサスプランニングを通じて統計予測、顧客コミットメント、部門間の入力を
調整しながら、限られた履歴でも 1 日目から正確な予測を生成します。

Supply Intelligence は、将来を見据えた供給計画を生成し、影響別にランク付けされた戦略的意思決
定に例外をインテリジェントにクラスター化し、ネットワーク全体で制約対応計画の最適化モデルを
実行します。

アダプティブインテリジェンスは、すべての計画と決定から継続的に学習し、運用を 24 時間 365 日
モニタリングし、重要な事項を明らかにし、既存のシステムで承認済みの決定を直接実行して、計画
サイクルを数週間から数時間に短縮します。

Demand Planning

計画は、定義された期間に対して作成され、ローリングタイムウィンドウ (計画サイクル) を通じて
定期的に更新されます。各需要計画には、計画サイクル内に複数のバージョンを含めることができ、
計画サイクル内に受信した増分データの計画の改良をサポートします。

前提条件

Amazon Connect Decisions で最初の需要計画を作成する前に、次の前提条件が設定されていること
を確認してください。

• Amazon Connect Decisions インスタンスをセットアップして設定する必要があります。

• ユーザーアカウントには Manager ロールを割り当てる必要があります。
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• 製品または製品サイトのデータエンティティは、準備してアップロードする必要があります (詳細
については、「データエンティティ」を参照）。

Demand Intelligence とは

Amazon Connect Decisions の Demand Intelligence は、AI/ML を活用した自動化された正確な予測
をお客様に提供します。Demand Intelligence を使用すると、ベースライン予測の精度を向上させ、
コンセンサスプランニングを自動化し、例外をプロアクティブに検出および管理し、プランナーの生
産性を向上させ、最も重要なのは過剰在庫と在庫不足シナリオを減らすことができます。

需要計画のデータエンティティ

次の表に、Demand Planning で使用されるデータエンティティと列を示します。

表の読み方:

• 必須 – このデータエンティティの列は、障害なしで需要予測を実行するために必須です。

• 条件付きで必須 – 需要計画設定で設定された設定に応じて、このデータエンティティの列が必要
です。

• 予測品質に推奨 – このデータエンティティの列は、予測の品質に必要です。

• オプション – 列名は省略可能です。機能の出力を向上するには、列名と値を追加することをお勧
めします。

outbound_order_line (必須)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Demand Planning は、このデータを予測の
過去の需要の主なソースとして使用します。さらに、粒度として選択されたフィールドはトレーニン
グ用に送信され、需要計画を確認するためのフィルターとして使用できます。

outbound_order_line 列

列 列は必須ですか? この列は予測でどのように使用されますか?

id 必須

cust_order_id 必須

product_id 必須

id、cust_order_id、product_id は、データエンティティ内
のレコードを一意に識別するために使用されます。この
組み合わせは常に一意である必要があります。列の値に
アスタリスクや二重引用符などの無効な文字が含まれて
いないことを確認します。
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列 列は必須ですか? この列は予測でどのように使用されますか?

order_date 必須 予測の作成に必要です。時系列予測の期間を識別しま
す。

final_qua 
ntity_requested

必須 予測の作成に必要です。時系列予測に使用される数量を
識別します。この列には null 値を含めず、数値にする必
要があります。値にカンマがないことを確認します。た
とえば、500000.00 は Demand Planning で受け入れられ
る値です。

ship_from_site_id 条件付きで必要

ship_to_site_id 条件付きで必要

この列は、予測ディメンション (サイト階層) に列が選択
されている場合、予測の作成に条件付きで必要です。こ 
の列には値が必要で、データのフィルタリングと分析に
使用されます。

channel_id 条件付きで必要 この列は、予測ディメンション (チャネル階層) に列が選
択されている場合、予測の作成に条件付きで必要です。
この列には値が必要で、データのフィルタリングと分析
に使用されます。

customer_ 
tpartner_id

条件付きで必要 この列は、予測ディメンション (顧客階層) に列が選択さ
れている場合、予測の作成に条件付きで必要です。この
列には値が必要で、データのフィルタリングと分析に使
用されます。

ship_to_s 
ite_address_city

条件付きで必要

ship_to_s 
ite_addre 
ss_state

条件付きで必要

ship_to_s 
ite_addre 
ss_country

条件付きで必要

この列は、予測ディメンション (サイト階層) に列が選択
されている場合、予測の作成に条件付きで必要です。こ 
の列には値が必要で、データのフィルタリングと分析に
使用されます。
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列 列は必須ですか? この列は予測でどのように使用されますか?

ステータス 予測品質に推奨 この列は、予測品質のために推奨されます。ステータス
がキャンセルされた注文は予測入力とは見なされませ 
ん。

製品 (必須)

このデータエンティティはどのように使用されますか?

Demand Planning は、製品属性を使用して、需要計画のレビューとモデルトレーニングのための階
層フィルターを確立します。

製品列

列 列は必須ですか? この列は予測でどのように使用されますか?

id 必須 Supply Chain Data Lake (SCDL) へのデータ取り込みに必
要です。列の値に重複IDs や、アスタリスや二重引用符
などの特殊文字が含まれていないことを確認します。

説明 必須 Supply Chain Data Lake (SCDL) へのデータ取り込みに必
要です。この列には、アスタリス、ハイフン、引用符、 
二重引用符などの特殊文字を含めることができます。

parent_pr 
oduct_id

条件付きで必要

product_group_id 条件付きで必要

product_type 条件付きで必要

brand_name 条件付きで必要

color 条件付きで必要

この列は、予測ディメンション (製品階層) で列が選択さ
れている場合、予測の作成に条件付きで必要です。列に
値があり、データとモデルトレーニングのフィルタリン
グと分析に使用されることを確認します。

display_desc 条件付きで必要
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列 列は必須ですか? この列は予測でどのように使用されますか?

product_a 
vailable_day

予測品質に推奨 推奨。この列の値は、予測モデルが新製品の導入のタイ
ミングを考慮できるようにすることで、予測品質を向上
させます。

discontinue_day 予測品質に推奨 推奨。この列の値は、予測モデルが製品廃止のタイミン
グを考慮できるようにすることで、予測品質を向上させ
ます。

base_uom 予測品質に推奨 製品の測定単位 デフォルトは Eaches。現在、需要計画
は各 のみをサポートしています。

is_deleted 予測品質に推奨 推奨。製品 ID を予測から除外する場合は、Y と入力しま
す。

pkg_height 予測品質に推奨

pkg_length 予測品質に推奨

pkg_width 予測品質に推奨

shipping_ 
dimension

予測品質に推奨

casepack_size 予測品質に推奨

推奨。予測モデルが理解できる製品の物理的特性。

product_alternate (予測品質に推奨)

このデータエンティティはどのように使用されますか?

Demand Planning は、製品の前身 (複数可) または代替 (複数可) のデータを使用して、新製品の予測
を作成します。データが product_alternate データエンティティに取り込まれると、予測での製品系
列サポートが有効になります。product_alternate データエンティティへのデータの取り込みをスキッ
プしても、予想は引き続き生成できます。
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product_alternate 列

列 列は必須ですか? この列は予測でどのように使用されますか?

alternati 
ve_product_id

必須 Supply Chain Data Lake (SCDL) へのデータ取り込みに必
要です。一意のレコード識別子。

product_id 必須 Supply Chain Data Lake (SCDL) へのデータ取り込み 
に必要です。新製品または製品の新しいバージョンの 
ID。product_id が製品データエンティティに入力されて
いることを確認します。

product_a 
lternate_id

必須 SCDL へのデータ取り込みに必要です。類似製品または
以前のバージョンの製品の識別子。複数の類似製品を単
一の product_id と見なすには、製品を別々の行に入力し 
ます。product_alternate_id が製品データエンティティに
入力されていることを確認します。

alternate_type 必須 製品のスーパーセッションまたは系統を適用するために
必要です。すべての行で静的値 similar_demand_product
を使用します。

alternate 
_product_qty

必須 製品のスーパーセッションまたは系統を適用するため
に必要です。product_id の予測に使用する alternate 
_product_id の履歴の割合を入力します。例えば、60% 
の場合は 60 と入力する。単一の product_id に複数の
alternative_product_id を指定する場合、 の合計が 100 と
なる必要はありません。

alternate 
_product_ 
qty_uom

必須 製品のスーパーセッションまたは系統を適用するために
必要です。特定の静的値「パーセント」を使用します。

eff_start_date 必須 SCDL へのデータ取り込みに必要です。開始時間枠を
入力して、類似製品の履歴を考慮します。この日付が
eff_end_date 以前であることを確認するか、このフィ 
ールドを空のままにすると、Demand Planning は年を 
1000 で自動入力します。
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列 列は必須ですか? この列は予測でどのように使用されますか?

eff_end_date 必須 SCDL へのデータ取り込みに必要です。類似製品の履
歴で考慮する終了時間枠を入力します。この日付が
eff_start_date 以降であることを確認します。

ステータス 予測品質に推奨 推奨。Inactive と入力して、製品のスーパーセッション 
または系統マッピングを無視します。

supplementary_time_series (予測品質に推奨)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Demand Planning は、このデータをプロ
モーションイベント、割引、祝日などのカジュアルな要素にタグ付けするための主要なソースとして
使用します。

supplementary_time_series 列

列 列は必須ですか? この列は予測でどのように使用されますか?

id 必須 Supply Chain Data Lake (SCDL) へのデータ取り込みに必
要です。一意のレコード識別子。

order_date 必須 Supply Chain Data Lake (SCDL) へのデータ取り込みに必
要です。時系列が記録されたタイムスタンプ。

time_seri 
es_name

必須 Supply Chain Data Lake (SCDL) へのデータ取り込み 
に必要です。特定のタイプの時系列の名前。time_seri 
es_name 列は文字で始まり、2～56 文字の長さで、文字 
、数字、アンダースコアを含めることができます。他の
特殊文字は使用できません。

time_seri 
es_value

必須 SCDL へのデータ取り込みに必要です。特定の時系列に
対応する値。Demand Planning は数値入力のみをサポー
トし、カテゴリ値を持つ時系列は考慮されません。

product_id オプションで
す。

推奨。特定の製品の一意の識別子。需要ドライバーが製
品レベルで利用可能な場合は、この列を使用します。
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列 列は必須ですか? この列は予測でどのように使用されますか?

site_id オプションで
す。

推奨。特定のサイトまたは場所の一意の識別子。需要ド
ライバーがサイトレベルで利用可能な場合は、この列を
使用します。この列は、最低レベルのサイト階層設定に
基づいて ship_from_site_id または ship_to_site_id のいず
れかを表すことができます。

channel_id オプションで
す。

推奨。特定のチャネルの一意の識別子。需要ドライバー
がチャネルレベルで利用可能な場合は、この列を使用し
ます。

customer_ 
tpartner_id

オプションで
す。

推奨。特定の顧客の一意の識別子。需要ドライバーが顧
客レベルで利用可能な場合は、この列を使用します。

履歴と将来の補足時系列: 予測の共変量を理解する

需要を正確に予測するには、過去の販売パターンだけでなく、需要の変化を促進する外部要因を理解
する必要があります。共変量とも呼ばれる補足時系列 (STS) データは、プロモーション、料金、祝
日、在庫レベルなどの需要要因をキャプチャし、予測モデルが説明可能なパターンをランダムノイズ
と区別し、将来のビジネスアクションが需要にどのように影響するかを予測できるようにします。た
だし、履歴的にのみ既知の共変量 (過去の在庫レベルや競合のアクションなど) と事前に既知の共変
量 (計画されたプロモーションや予定された祝日など) には重要な違いがあり、この違いを理解する
ことは、積極的な計画の決定をサポートする正確な予測を構築する上で不可欠です。

需要予測の重要な違いは、過去の共変量と既知の共変量 (将来の共変量とも呼ばれる) の区別です。
この違いを理解することは、正確な予測モデルを構築する上で不可欠です。

過去の共変量 (履歴 STS データ)

過去の共変量は、過去の期間でのみ知られている補足的な時系列値です。これらの変数は過去の需要
とともに観察されますが、将来の期間に事前に予測したり、把握したりすることはできません。

過去の共変量の例:

• 在庫の過去の可用性: 過去の在庫レベルはわかっていますが、将来の可用性は需要、補充、その他
の不確実な要因によって異なります。

• 実際の競合相手の料金: 過去の競合相手の料金データは観測可能ですが、将来の競合相手のアク
ションは不明です
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• 気象条件: 過去の天気は記録されますが、将来の天気 (短期予測を超える) は不確実です

• ウェブサイトトラフィック: 過去のトラフィックパターンはわかっていますが、将来のトラフィッ
クは多くの予測不可能な要因に依存します。

予測モデルで を使用する: 過去の共変量は、モデルが過去の関係とパターンを学習するのに役立ちま
す。例えば、高い在庫の可用性が (製品の可視性やフルフィルメント速度の向上により) 高い売上と
相関していた場合、モデルはこの関係を学習します。ただし、これらの値は将来の期間について不明
であるため、モデルはそれらの値なしで予測するか、将来の値について仮定する必要があります。

既知の共変量 (将来の STS データ)

既知の共変量は、既知の、または将来の期間に事前に決定できる補足的な時系列値です。これらは将
来の状態に関する具体的な情報を提供するため、予測にとって最も貴重な入力です。

既知の共変量の例:

• 計画されたプロモーション割引: マーケティングチームが将来の日付に特定の割引レベルでプロ
モーションキャンペーンを既にスケジュールしている

• 料金インデックスの変更: 計画された料金調整は、料金戦略に基づいて事前に決定されます。

• 祝祭日インジケータ: カレンダーベースのイベント (祝日、ショッピングシーズン、会計期間) は、
数年前から知られています。

• 計画されたマーケティング支出: 予算配分とキャンペーンスケジュールが事前に決められている

• ストアのオープン/クローズイベント: 拡張プランまたは統合プランが事前にわかっている

予測モデルで を使用する: 既知の共変量は、モデルに仮定ではなく実際の将来の条件を組み込むこと
ができるため、予測精度を大幅に向上させます。たとえば、来月に 25% の割引プロモーションが予
定されていることがわかっている場合、モデルは過去の割引対応パターンに基づいて予想される需要
の増加を予測できます。

実践的な実装戦略

履歴期間 (トレーニングデータ): 補足時系列データに過去の共変量と既知の共変量の両方を含めま
す。これにより、モデルは利用可能なすべての需要要因から関係を学習できます。データセットに
は、現在の日付までのすべての時系列タイプの実際の観測値が含まれている必要があります。

将来の期間 (予測ホライズン): 補足時系列データには既知の共変量のみを含めます。これらは、将来
の日付に自信を持って指定できる需要要因です。例えば、次のようになります。
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id,order_date,time_series_name,time_series_value,product_id,site_id,channel_id,customer_tpartner_id
1001,2025-02-01,discount_percentage,20.0,PROD_001,SITE_NYC,CHANNEL_ONLINE,CUST_12345
1002,2025-02-14,discount_percentage,30.0,PROD_001,SITE_NYC,CHANNEL_ONLINE,CUST_12345
1003,2025-02-01,holiday_indicator,0,PROD_001,SITE_NYC,CHANNEL_ONLINE,CUST_12345
1004,2025-02-14,holiday_indicator,1,PROD_001,SITE_NYC,CHANNEL_ONLINE,CUST_12345

この将来のデータは、2 月 1 日に 20% の割引が計画され、2 月 14 日に 30% のバレンタインデープ
ロモーションが予定されていることをモデルに伝えます。

実用的なアプリケーション

• プロモーション計画: 時間の経過とともに割引率を追跡し、プロモーションの強度が需要にどのよ
うに影響するかを理解します。これにより、最適な割引レベルを特定し、将来のプロモーションか
らの需要の増加を予測することができます。

• Price Elasticity Analysis: 価格インデックスの動きをモニタリングして、価格の変化がさまざまな
製品、場所、チャネルにおける顧客の購入行動にどのように影響するかを定量化します。

• 在庫制約モデリング: 在庫の可用性レベルをキャプチャして、在庫切れや在庫不足による制約のあ
る売上を特定することで、予測が真の需要シグナルではなく供給制限を考慮できるようにします。

Demand Planning の利点

補足的な時系列データを組み込むことで、Demand Planning システムは以下を実行できます。

• 予測精度の向上: 原因不明の差異として扱うのではなく、既知の需要要因を考慮します。

• シナリオ計画を有効にする: 需要要因の将来の値を調整して「What if」シナリオをモデル化する

• 因果関係の特定: さまざまな製品や市場の需要に最も大きな影響を与える要因を理解する

• 戦略的意思決定のサポート: 料金、プロモーション、在庫戦略に関するデータ駆動型のインサイト
を提供します。

需要計画の作成と設定

需要計画を作成するには:

1. Amazon Connect Decisions の Plans セクションに移動し、Create Plans をクリックします。計画
を作成すると、ビジネスニーズの変化を反映したり、新しい情報を組み込んだりするために、い
つでも柔軟に計画を編集できます。
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2. タイムホライズン設定を構成する:

• タイムバケット: 計画のニーズに基づいて、日次、週次、または月次を選択します。

• 計画期間: 予測期間を指定します。

• 毎日: 1～28 日間

• 毎週: 1～26 週間

• 毎月: 1～12 か月

• 予測開始日: 週次プランの場合は月曜日、月別プランの場合は月の 1 日である必要があります。
非準拠の日付が選択されている場合、システムは同じタイムバケットの開始に自動的に調整さ
れます。週次プランの場合、日付は同じ週の月曜日にシフトされます。月額プランの場合、日
付は翌月の 1 日にシフトされます。

3. 計画穀物を選択します。

予測の詳細レベルを選択します。

• 製品: すべてのロケーションの製品別の予測

• サイト: すべての製品のロケーション別の予測

• 出荷元サイト ID: 特定の配送場所別の予測

• なし: 製品レベルでのみプランを設定します

4. 予測リードタイムの設定:

このパラメータは、精度計算を予測する入力を決定します。予測リードタイムは、予測が実際の
需要と比較される期間の数です。

5. コンセンサスプランルールを設定する (オプション):

コンセンサスルールは、複数の予測入力を統合予測に結合します。さまざまな予測タイプを組み
合わせる方法を指定するルールを作成できます。

ルールの例:

• 「製品カテゴリ = 自動車の場合、販売予測、マーケティング予測、顧客予測、ベースライン予
測の平均を使用します」

• 「顧客予測がゼロの場合、その項目の予測はゼロである必要があります」

• 「Professional Power Tools 製品カテゴリでは、常に顧客予測を使用してください」

コンセンサスルールの要件:

• 参照されるデータは、すべての予測タイプの Amazon Connect Decisions Data Lake (エンティ
ティ名 = Forecast) に存在する必要があります。たとえば、ルールを「売上予測とベースライン
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予測の最大数を使用」として指定すると、「売上予測」と「ベースライン予測」の両方が、そ
れぞれのplan_type値 (plan_type =「売上予測」と plan_type =「ベースライン予測」) を
持つ SCDL Forecast エンティティに存在する必要があります。

• ルールは、実行する必要がある順序で配置する必要があります。

• 予測データ形式は、プラン設定の詳細度と一致する必要があります。

計画の確認と分析

需要計画を確認するには:

1. AWS Connect Decisions ホームページから Plans に移動します。

2. 使用可能なオプションからアクティブなプランを選択します。

3. システムには、製品とサイト全体で集計された予測の概要が表示されます。

4. フィルタリングオプションを使用して、特定の製品、場所、または期間に焦点を当てます。

5. さまざまな予測タイプを確認します。

• ベースライン予測: 履歴パターンに基づく AI 生成予測

• コンセンサス計画: 複数の入力を組み込んだ複合予測 (設定されている場合)

• 予測入力: 販売、顧客、マーケティングからの個々の入力

分位数の選択について

システムは統計分位数を使用して予測の不確実性を表します。

• コンセンサスルールのない計画: システムは、計画粒度に基づいて最適な分位数を自動的に選択し
ます。

• コンセンサスプラン: システムはすべての製品をデフォルトで P50 分位数に設定します。

製品または製品サイトにどの分位数が使用されているかを確認するには、最も低い粒度レベルビュー
にフィルタリングして最適な分位数を特定します。

予測の編集

ビジネス知識と市場インサイトに基づいて予測を調整できます。

予測を編集するには:
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1. Plans でチャットパネルを開きます。

2. 以下を明確に示して調整を指定します。

• 調整する期間

• 影響を受ける製品とサイト

• 新しい予測値 (絶対数またはパーセンテージの変化)

• 調整の理由

例:「計画された昇格のため、サイト B の製品 A の予測を 2026 年 1 月に 15% 増やします。」

ステータスバナーをモニタリングします。

• 青いバナー: システムは変更を処理しています。この間、パブリッシュボタンは無効になっていま
す。

• 緑のバナー: 変更が正常に適用されました。更新された予測は水色で強調表示されます。

フィードバックの提供:

また、フィードバックを提供して将来の予測を改善することもできます。

• システムが欠落データを処理する方法に関する提案

• ビジネスにとって最も重要な精度メトリクス

• 新しいコンセンサスルールまたは既存のルールの調整に関する推奨事項

同時計画の編集

複数のプランナーが同じ計画に同時に取り組むことができるため、競合を避けるために調整が不可欠
です。

• 各プランナーが特定の製品セグメントを担当するチームプロトコルを確立します。

• 青い「Plan is being updated」バナーに注意してください。これは、プランナーが変更を加えると
すべてのユーザーに表示されます。

• 緑の「予測が更新される」バナーを待ってから、独自の編集を開始します。

• 競合を避けるために、チームと編集スケジュールを調整します。

• プランナーが共有チャネルの大幅な変更を発表するチームコミュニケーションプラクティスを確立
します。
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予測パフォーマンスのモニタリング

Amazon Connect Decisions は、5 つの標準統計メトリクスを追跡して、プラン設定でユーザーが指
定した予測リードタイムの予測精度を測定します。

• MAPE (平均絶対パーセント誤差): (1/n) × Σ |Actual - Forecast| / |Actual| × 100%

• すべての予測の平均エラー率を測定します。

Note

Forecast は、実際の需要期間が発生する前に指定した予測リードタイムで生成された予
測を参照します。計画設定に基づいて、システムは事前に特定の数のタイムバケットを
作成した予測を実際の需要と比較することで精度を測定します。たとえば、タイムバケッ
トが週で予測リードタイムが 3 週間の場合、精度式 (MAPE、WAPE、RMSE、バイア
ス、MAE) の「予測」値は、各需要期間の 3 週間前に作成された予測を参照します。

• WAPE (重み付き絶対パーセント誤差): Σ |Actual - Forecast| / Σ |Actual| × 100%

• 大量の製品により多くの重みを与えます。

• RMSE (二乗平均平方根誤差): √[(1/n) × Σ (実際 - 予測)2]

• より大きな予測エラーを強調します。

• バイアス (予測バイアス): Σ (予測 - 実際) / Σ | 実際| × 100%

• 予測が体系的に過大予測か過小予測かを示します。

• MAE (平均絶対誤差): (1/n) × Σ |Actual - Forecast|

• 需要と同じ単位で平均エラーを提供します。

需要計画の発行

プランナーが予測を確認して改良したら、最終計画を公開してダウンストリームプロセスで利用でき
るようにします。

需要計画を公開するには:

1. 全体的なパフォーマンスメトリクスを確認して、予測品質が標準を満たしていることを確認しま
す。

2. 計画チームと連携して、必要な調整がすべて完了していることを確認します。

3. Publish Plan をクリックしてリクエストを処理します。
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4. システムは、公開されたプランを設定済みの Amazon S3 フォルダに自動的に保存します。

次の計画サイクルの需要計画を再実行する

プランが公開されたら、プランを再実行して、up-to-date過去の需要データと追加の入力更新を使用
する新しい予測を生成できます。

需要計画を再実行するには:

1. 「計画」セクションのアクティブな需要計画に移動します。

2. プランの再実行を選択します。

3. 予測開始日フィールドが自動的にクリアされた状態で、計画設定ページにリダイレクトされま
す。

4. 必要に応じて設定を確認して変更します。

• 新しい予測開始日を手動で選択します。

• 必要に応じて、時間範囲の設定を調整します。

• 必要に応じて、計画の粒度または予測のリードタイムを更新します。

• コンセンサスプランルールを変更します (該当する場合）。

5. 計画の確認と生成を選択して、予測の生成をトリガーします。

予測を理解する

AWS Connect Decisions は、システムが特定の予測を生成した理由を理解するのに役立つ予測の説
明可能性を提供します。

予測が生成された理由を理解するには:

1. Plans のチャットインターフェイス (右パネル) に移動します。これは AI を活用した Demand 
Planning チームメイトであり、ベースライン予測がどのように計算され、どのような要因がそれ
に影響を与えたかを説明できます。また、これを使用して予測を編集したり、フィードバックを
提供して将来の予測を改善したりすることもできます。

2. 「この最終予測 X はなぜですか？」という特定の質問をします。

3. 質問に次の情報を含めます。

• 製品名

• サイト名 (該当する場合)
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• 時間範囲

システムは予測を分析し、主な影響要因について説明します。

• 過去の傾向とパターン

• 季節性効果

• パターンの変更と異常

• 製品ライフサイクルステージ

この説明を使用して、ビジネス知識に基づいて予測が理にかなっているかどうかを検証します。

改善アクションの計画

Amazon Connect Decisions は、ビジネスコンテキストを必要とするパターンや異常を検出すること
で、需要予測の精度を向上させる機会を事前に特定します。計画改善アクションは、AI が生成する
タスクであり、入力が予測品質を最も有意義に向上させ、AI チームメイトが専門知識から学び、時
間の経過とともにより正確な計画を作成できるようにします。

システムは ML 駆動型検出を使用して、需要データを分析し、予測が入力から恩恵を受ける製品と
サイトを特定し、タイプ別にグループ化されたアクションを表示します。Supply Chain Decisions 
Teammate を通じて入力すると、フィードバックが将来の予測実行に自動的に統合され、自分と AI 
チームメイトの間に継続的な改善ループが作成されます。

計画改善アクションの仕組み

計画改善アクションは 3 ステップのワークフローに従います。

1. 検出 - システムは ML 主導の検出とクラスタリングを使用して需要データを分析します。履歴が
制限された新製品、予測可能性が非常に低い製品、需要ギャップが断続的である製品、異常な需
要パターン、既知のグローバルイベント、可変性の高い製品など、事前に定義されたシナリオに
基づいて、入力を必要とする製品と製品サイトを識別します。

2. 表面 - 検出されたアクションは、確認、修正、またはコンテキスト化できる、ダイジェスト可能
なパターンレベルのインサイトに変換されます。アクションは、アクションタイプ別にグループ
化された Demand Plan に表示されます。

3. Act - Supply Chain Decisions Teammate を通じて入力することで、検証済みの修正を適用しま
す。入力は、計画設定の更新、データ処理ルール、関連する時系列入力、予測オーバーライド

改善アクションの計画 65



Amazon Connect の決定 ユーザーガイド

ルールに統合されます。次に、システムは入力を使用してモデルを絞り込み、将来の予測精度を
向上させます。

Note

計画改善アクションは、計画が実行されるたびに更新され、増分データがシステムに取り
込まれるたびに (計画に追加される追加の製品/サイトや最近の需要履歴のアップロードな
ど）、入力が必要な製品やパターンに関する更新されたアクションが引き続き受信されま
す。

計画改善アクションの表示

Amazon Connect Decisions にログインすると、計画リストページから計画改善アクションにアクセ
スできます。

計画改善アクションを表示するには:

1. ランディングページ (ログイン→ホーム) から計画ページに移動します。

2. プランのリストページで、確認する需要計画を見つけます。計画の優先順位付けは、要素の 1 つ
として保留中の計画改善アクションに基づいています。

3. プランを選択して、プランの詳細ビューを開きます。

4. 計画改善アクションタブを選択します。

タブには、予測出力とともにアクションタイプ別にグループ化されたアクションのリストが表示され
ます。各アクションには以下が含まれます。

• 入力トピック - 必要な入力のカテゴリ (静的)

• 説明 - 製品、サイト、製品サイトの詳細など、検出された特定のパターンまたは問題の動的な説明

• ステータス - 現在の進行状況 (オープンまたはクローズ)

• アクション - 使用可能なオペレーション (表示、完了)

アクションタイプの理解

計画改善アクションは、プランナーの専門知識が予測精度を向上させる最も一般的なシナリオを対象
としています。
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# アクションの種類 説明 例

1 新しい製品/サイトへ
の入力を提供する

履歴がゼロまたは制限され、
利用可能な製品系列データが
ない最近発売された製品。

過去 2 か月間にリリースされ
た 25 の製品には、履歴がゼ
ロまたは制限されており、製
品系列データは利用できませ 
ん。

2 予測可能性が非常に 
低い製品への入力を 
提供する

スローセラーやロングテール
製品など、履歴のローンチ/フ 
ァーストオーダーからの期間
あたりの平均需要が < 0.5 で
ある製品。

30 スローセラー/ロングテール
製品/散発的な販売者で、ロー 
ンチ/履歴の初回注文からの期
間あたりの平均需要 < 0.5。

3 継続的な販売期間が 
ゼロの製品への入力 
を提供する

過去 1 年間に注文がゼロで、
中止または範囲の調整が必要
になる可能性のあるアクティ 
ブな製品/製品サイト。

100 アクティブ製品/製品サイ
ト、過去 1 年間に注文ゼロ。

4 過去の需要の断続的 
なギャップの推論を 
提供する

相関する因果 (関連する時系
列) のない、ランダム/非反復
的な需要の急増と履歴の需要
減少。

原因不明で断続的な売上がな
い期間 (例: ランダム/繰り返
しのない需要の急増や、相関
する因果のない履歴の需要減
少）。

5 「既知の」グローバ 
ルイベントを検証す 
る

特定の期間における既知のグ
ローバルな中断や傾向レベル
の大きな違いと一致する 1 回
限りの異常。

1 回限りの異常は、既知のグ
ローバルな中断/ 2020-2021期
間中の 100 製品のトレンドレ
ベルの大きな違いは、 COVID 
と一致しています。

6 可変性の高い製品の 
因果/イベントを提供
する

過去の需要と「フラット」予
測出力の変動性が高い製品。

26 の製品は、過去の需要と
「フラット」予測出力に高い
ばらつきを示します。
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計画改善アクションの完了

Supply Chain Decisions Teammate を通じて入力すると、自然言語会話を通じて複数の製品のビジネ
スコンテキストを共有できます。

サプライチェーン決定チームメイトの使用

1. Plan Improvement Actions タブから、対処するアクションの表示を選択します。

2. Supply Chain Decisions Teammate パネルが、選択したアクショントピックに合わせて画面の右
側に表示されます。

3. エージェントは、対象範囲内の製品について明確で具体的な質問をします。例えば、次のように
なります。

• 「2024 年 2 月に製品 X の需要が 4 倍に 1 回だけ急増した理由は何ですか？」

• 「このイベントは再発すると思われますか？」

4. 自然言語で回答を提供します。エージェントは次の操作を行います。

• 必要に応じてフォローアップの質問で明確にする (以前の入力が新しい入力と矛盾する場合な
ど)

• 冗長な質問 (スマートメモリで有効) をインテリジェントに管理および防止する

• 検証する仮説を提示する (例：「これを昇格または真のスパイクとして扱うべきでしょう
か？」)

5. 対象範囲内のすべての製品サイトへの入力が終了すると、アクションステータスは「クローズ」
に変わります。

Note

また、エージェントとの会話を開始して、特定のアクションから移動しなくても、事前に入
力を提供できます。たとえば、「製品 XX の予測期間全体でゼロ予測が表示されるのはなぜ
ですか？」と尋ねることができます。

Note

10 個の製品に同様の入力がある場合、システムはそれらをエージェントグループとしてグ
ループ化して、プランナーのアクションを簡素化し、簡単にします。
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進行状況の追跡

計画改善アクションのステータスライフサイクルは次のとおりです。

ステータス 説明

開く アクションが検出されて表示されますが、プランナー入力はまだ提供されて
いません。

[Closed] (クロー
ズ)

プランナーは、サプライチェーン決定チームメイトを通じて、対象範囲内の
すべての製品サイトをカバーした入力を提供しています。

全体的な進行状況の追跡:

• システムは、計画を実行するたびに、クローズされたアクションとオープンアクションを継続的に
追跡します。

• アクションリストは、最新のデータに基づいて更新されます。新しい計画サイクル中に増分データ
がシステムに取り込まれると (計画や最近の需要履歴のアップロードに追加された追加の製品/サイ
トなど）、更新/更新されたアクションが引き続き表示されます。

入力が予測を改善する方法

計画改善アクションからの入力は、次の 3 つの主要領域にシームレスに統合されます。

1. 需要計画ルールの改良 - 例えば、需要が長期間失われた理由に関する入力により、製品は計画範
囲から削除されます (製品の中止）。

2. 因果データによる予測入力の強化 - 提供されたビジネスコンテキストに基づいて自然言語で構築
された因果データ/関連時系列 (RTS) による予測入力の強化 (定期的な昇格のために関連する時系
列を自動的に構築するなど）。

3. ビジネスルールのキャプチャ - 製品の特定のパターンに固有のビジネスルールをキャプチャする
のに役立ちます (例: 注文数が 3 未満の製品の予測から除外する）。

入力すると、次のようなさまざまなタイプのプラン設定の更新が発生する可能性があります。

• 製品系列またはサイト系列データのアップロード - 製品代替データ、サイト代替データ、または製
品サイト代替データを取り込む
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• 計画設定の更新 - 計画ルール - 予測オーバーライドルールの更新 (例: 販売予測またはマーケティン
グ予測を、開始日から 3 か月間のコンセンサス計画入力として使用する)

• 計画設定の更新 - 計画範囲 - 予測から除外し、過去 n 期間の平均を使用した予測

• 関連する時系列として因果データを構築する - 異常、コロナ禍、または因果データ (価格、プロ
モーション、マーケティングデータなど) の RTS を構築する

ベストプラクティス

• 回答だけでなくコンテキストを提供する - Supply Chain Decisions Teammate を使用する場合は、
入力の背後にあるビジネス上の理由を説明します。これは、エージェントが一般化可能なパターン
を学習するのに役立ちます。

• 各計画サイクルのアクションを確認する - 新しいデータが取り込まれるたびに、計画の実行ごとに
新しいアクションが生成されます。定期的なレビューにより、予測が継続的に改善されます。

Supply Chain Decisions Teammate のその他の機能

Plans のチャットインターフェイス (右側のパネル) にある Supply Chain Decisions Teammate は、
基本的な予測の説明と編集を超えています。高度な分析機能を提供し、需要パターンの理解、問題の
特定、データ駆動型の意思決定に役立ちます。

セールス別の上位製品の取得

• Supply Chain Decisions Teammate に、最もパフォーマンスの高い製品を特定するように依頼でき
ます。

• クエリの例: "Show me the top 10 products by sales volume for Q4 2025"

• チームメイトは、過去の売上データを分析し、売上実績でランク付けされた製品を提示します。こ
れにより、計画作業を最も重要なアイテムに集中させることができます。

重要な SKUs 全体の予測精度の分析

• チームメイトは、キー製品の詳細な予測精度分析を実行できます。

• クエリの例：「過去 3 か月間の上位 20 個の SKUs」

• システムは複数の精度メトリクス (MAPE、WAPE、RMSE、バイアス、MAE) を評価し、信頼性
の高い予測と注意が必要な製品に関するインサイトを提供します。
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予測を改善するための推奨される次のステップ

チームメイトが予測品質の問題を特定すると、コンテキストデータの追加などの特定のアクションを
推奨できます。

• 予測に高いエラーが表示される場合、チームメイトは以下を推奨する場合があります。

• 補足時系列データ: プロモーションカレンダー、料金変更、または休日インジケータを追加する

• 製品ライフサイクル情報: 製品の発売日または中止日を含める

• 需要要因: マーケティング支出、在庫の可用性、または競合行為を組み込む

• クエリの例：「Product ABC の予測に高いエラーがあります。改善するには、どのようなコンテ
キストデータを追加する必要がありますか？」

複数の製品にわたるパターン分析

• Supply Chain Decisions Teammate は、複数の製品に影響を与える体系的な問題を特定できます。

• クエリの例：「冬のアパレルカテゴリ全体で予測エラーを引き起こす一般的なパターンはあります
か？」

• チームメイトは、製品グループ全体の予測パフォーマンスを分析し、以下を特定します。

• モデルが欠落している可能性がある季節パターン

• 複数の製品に影響を与える一般的な需要要因

• 系統的バイアス (過大予測または過小予測の傾向)

• 特定の製品カテゴリに影響するデータ品質の問題

予測シナリオの視覚化の作成

• チームメイトはグラフとグラフを生成して、潜在的な予測シナリオを視覚化できます。

• ベースライン予測と調整予測: AI 生成予測と提案された変更を比較します。

• 過去の実績と予測: 過去の予測精度を視覚化して信頼を構築する

• What-If シナリオ: さまざまな仮定 (プロモーション、価格変更、在庫レベル) が将来の需要にど
のように影響するかを示す

• クエリの例：「2026 年 3 月の 20% のプロモーション割引で製品 GHI の予測がどのようになるか
を示すグラフを作成する」

• チームメイトは、以下に役立つビジュアライゼーションを生成します。

• 予測の前提をステークホルダーに伝える
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• ビジネス上の意思決定がオンデマンドに与える影響を評価する

• 複数の計画シナリオside-by-side

• 傾向と異常をより簡単に特定する

フィードバックによる継続的な改善

• チームメイトが将来の予測を改善するのに役立つフィードバックを提供できます。

• フィードバックの例:

• 「モデルはファストファッショニング製品の最近の傾向をより重視する必要があります」

• 「休日の季節性パターンが変更されました。それに応じて調整してください」

• 「在庫が少ない場合、過去の売上は実際の需要を過小評価しています」

• チームメイトは、このフィードバックを使用してレコメンデーションを絞り込み、時間の経過とと
もにより正確な予測を構築するのに役立ちます。

供給計画

Amazon Connect Decisions は、需要予測を実行可能で実用的な生産および調達スケジュールに変換
する制約ベースの供給計画を生成します。供給計画は、マテリアルの可用性、リードタイム、生産能
力、倉庫スペースの制限などの実際の運用上の制約を尊重し、自信を持って計画から実行に移行でき
るようにします。

このセクションの内容

以下のページでは、Amazon Connect Decisions の供給計画ワークフロー全体について説明します。

• 新しい計画の作成: 新しい供給計画を開始し、製品とサイト全体でその範囲を定義し、計画実行を
開始します。

• 計画パラメータの設定: 計画期間、タイムバケットなど、Amazon Connect Decisions が供給計画
を生成する方法を形成するパラメータを設定します。

• 計画の確認と編集: 生成された計画の出力を調べ、ビジネスコンテキストで絞り込む必要がある場
合に的を絞った調整を行う

• 供給計画の公開: ダウンストリーム実行のために承認された供給計画を確定して公開する
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Supply Planning のデータエンティティ

次の表に、 Supply Planning で使用されるデータエンティティと列を示します。

表の読み方:

• 必須 – データエンティティのエンティティまたは列は、供給計画エンジンが正しく機能するため
に必須です。

• 条件付きで必須 – データエンティティのエンティティまたは列は、選択した特定の主要な機能要
件、ポリシータイプ、注文タイプ、または調達ルールタイプに応じて必要です。

• オプション – データエンティティのエンティティまたは列はオプションです。計画の精度と機能
出力を向上させるには、値を含む 列を追加することをお勧めします。

サイト (必須)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、サイトデータを使用し
て、サプライチェーンネットワーク内の物理的な場所 (プラント、倉庫、ディストリビューションセ
ンター) を定義します。サイトは、輸送レーン、調達ルール、インベントリポリシーのオリジンノー
ドとデスティネーションノードとして機能します。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 サプライチェーンネットワーク内の物理サイト (工場、倉
庫、または配送センター) の一意の識別子。列の値にアス
タリスクや二重引用符などの無効な文字が含まれていな
いことを確認します。

説明 オプションで
す。

サイトの人間が読める名前またはラベル。

geo_id オプションで
す。

このサイトを Geography テーブル内の地理的場所にリン
クする外部キー。

is_active オプションで
す。

サイトが現在稼働しており、計画に使用できるかどうか
を示すブールフラグ。デフォルトでは、サイトはアク
ティブと見なされます。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

open_date オプションで
す。

サイトが運用上アクティブになった、またはアクティブ
になるカレンダーの日付。計画エンジンによって使用さ
れ、将来のサイトを将来のネットワークシナリオに組み
込みながら、現在の計画から除外します。

end_date オプションで
す。

サイトが廃止され、アクティブな計画から削除されるカ
レンダーの日付。この日以降、計画エンジンはこのサイ
トに需要をルーティングしたり、在庫を保持したりしな
くなります。

site_level_1 オプションで
す。

サイト階層の最上位。通常は最も広範な地理的または組
織的なグループを表します。この非正規化フィールドに
より、サイト階層全体で効率的なフィルタリングとソー
トが可能になります。

site_level_2 オプションで
す。

サイト階層の 2 番目のレベル。最上位サイトグループ内 
のリージョンサブディビジョンを表します。サイト階層
のレベルが 2 つ未満の場合は空白のままにします。

site_level_3 オプションで
す。

サイト階層の 3 番目のレベル。レベル 2 内のより詳細な
地理的または組織的な分類を表します。サイト階層のレ
ベルが 3 つ未満の場合は空白のままにします。

site_level_4 オプションで
す。

サイト階層の 4 番目のレベル。レベル 3 内の特定のサイ
トクラスターまたはサブリージョンを表します。サイト
階層のレベルが 4 つ未満の場合は空白のままにします。

site_level_5 オプションで
す。

サイト階層の 5 番目で最も詳細なレベル。サイト階層の 
レベルが 5 未満の場合は空白のままにします。

製品 (必須)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、製品データを使用し
て、計画されているすべての項目を特定および分類します。製品属性は、供給計画のレビューのため
の階層フィルターを確立し、製品をインベントリポリシーと調達ルールにリンクし、複数レベルの製
品セグメンテーションをサポートするために使用されます。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 製品/マテリアルの一意の識別子 (SKU レベル）。列値に
重複IDs や、アスタリスクや二重引用符などの特殊文字
が含まれていないことを確認します。

説明 必須 人間が読める製品の名前または説明。

product_group_id オプションで
す。

製品を製品階層テーブルのカテゴリにリンクする外部
キー。

unit_cost オプションで
す。

在庫評価とコスト計画に使用される単位あたりの標準コ
スト。

unit_price オプションで
す。

製品の単価、標準価格、または MSRP。

base_uom オプションで
す。

製品の測定単位 デフォルトは各 です。現在、供給計画は
各 のみをサポートしています。

volume_uom オプションで
す。

製品の容積 現在、volume_uom はすべての製品で同じで
す。

unit_volume オプションで
す。

ウェアハウスレベルで定義された volum_uom あたりの製
品のボリューム。

is_deleted オプションで
す。

製品が廃止されたか、非アクティブとマークされたかを
示すブールフラグ。デフォルトでは、製品はアクティブ
または削除されていないと見なされます。

product_level_1 オプションで
す。

製品階層の最上位。通常は最も広範な製品カテゴリまた
は部門を表します。この非正規化フィールドにより、製
品階層全体で効率的なフィルタリングとソートが可能に
なります。

product_level_2 オプションで
す。

製品階層の 2 番目のレベル。最上位の製品カテゴリ内の
サブカテゴリを表します。製品階層のレベルが 2 つ未満
の場合は空白のままにします。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

product_level_3 オプションで
す。

製品階層の 3 番目のレベル。レベル 2 内のより詳細な製
品分類を表します。製品階層のレベルが 3 つ未満の場合
は空白のままにします。

product_level_4 オプションで
す。

特定の製品ファミリーまたはレベル 3 内のサブ分類を表
す、製品階層の 4 番目のレベル。製品階層のレベルが 4 
つ未満の場合は空白のままにします。

product_level_5 オプションで
す。

製品階層の 5 番目で最も詳細なレベル。製品階層のレベ
ルが 5 未満の場合は空白のままにします。

product_hierarchy (オプション)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、製品階層データを使用
して、製品を構造化されたカテゴリツリーに整理します。これにより、複数レベルのフィルタリング
と供給計画の集計分析が可能になり、調達ルールとインベントリポリシーを個々の SKU レベルでは
なくグループレベルで適用できます。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 製品グループ/カテゴリレベルの一意の識別子。

説明 オプションで
す。

製品グループ/カテゴリの名前またはラベル。

parent_pr 
oduct_group_id

オプションで
す。

親カテゴリへの外部キー。製品分類の階層ツリー構造を
形成します。

地域 (オプション)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、地理データを使用して
サイトの階層的な場所分類を確立します。地理的エンティティは、リージョンロールアップ分析を可
能にし、地理的リージョンの詳細度でリードタイムとインベントリポリシーを定義できます。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 地理的エンティティ (都市、州、国、リージョン) の一意
の識別子。

説明 オプションで
す。

地理的場所の名前 (都市名、リージョン名など）。

parent_geo_id オプションで
す。

親地理への外部キー。階層ロールアップを有効にします 
(例: 都市から州から国へ）。

transportation_lane (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、輸送経路データを使用
して、ネットワーク内の送信元サイトと送信先サイト間の物理ルートをモデル化します。このデータ
は、計画エンジンがインバウンド出荷とアウトバウンド出荷を正確にスケジュールするために使用す
る転送時間と有効期間を定義します。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 輸送経路の一意の識別子。通常、発送元、配送先、製品
グループ、ベンダーの複合です。

from_site_id 必須 商品の発送元の発送元サイト (サプライヤー倉庫または製
造工場）。

to_site_id 必須 商品が配送される配送先サイト (配送先の倉庫または工
場）。

product_group_id オプションで
す。

このレーンが適用される製品カテゴリ。製品グループに
よるレーンレベルのフィルタリングを有効にします。

product_id オプションで
す。

このレーンが製品レベルのレーン定義に適用される特定
の製品。

transit_time 必須 発送元から発送先への商品の輸送に必要な日数。デフォ
ルトは 0 です。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

eff_start_date 必須 この輸送経路がアクティブ/有効になる日付。

eff_end_date 必須 この輸送経路が無効になった日付。

trading_partner (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、取引先データを使用し
て、サプライチェーン内のベンダー、サプライヤー、顧客、キャリアを特定します。取引先は、調達
ルール、インバウンド注文明細、ベンダーリードタイムによって参照され、供給アクティビティを外
部ビジネスエンティティに関連付けます。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 取引相手 (ベンダー、顧客、キャリア、またはその他の外
部エンティティ) の一意の識別子。

説明 オプションで
す。

取引相手組織の名前。

eff_start_date オプションで
す。

取引相手の関係が有効になる日付。デフォルト 
1900-01-01 00:00:00。

eff_end_date オプションで
す。

取引先関係の有効期限が切れる日付。デフォルトは 
9999-12-31 23:59:59 です。

vendor_product (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、ベンダー製品データを
使用して、特定の製品の供給を許可されているベンダーを定義します。このデータにより、計画エン
ジンは調達ルールを検証し、有効な日付範囲内で承認されたベンダーと製品の組み合わせに対しての
み発注書を生成できます。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

vendor_tp 
artner_id

必須 この製品を提供できるベンダー/サプライヤー。

product_id 必須 ベンダーが提供を許可されている/提供できる製品。

eff_start_date 必須 ベンダーがこの製品の提供を許可されている日付。

eff_end_date 必須 ベンダーがこの製品に対して承認されなくなった日付。

vendor_lead_time (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、ベンダーリードタイム
データを使用して、発注書の作成から配送先サイトでの商品の受け取りまでの予想期間を決定しま
す。正確なリードタイムは、計画エンジンが不要な在庫切れや過剰在庫を発生させることなく、需要
を満たすために正しいタイミングで注文を推奨するために不可欠です。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

vendor_tp 
artner_id

必須 リードタイムが定義されているベンダー/サプライヤー。

product_id オプションで
す。

リードタイムが適用される特定の製品 (製品レベルの粒度 
の場合）。

product_group_id オプションで
す。

リードタイムが適用される製品グループ (グループレベル
の粒度の場合）。

site_id 必須 リードタイムは受信場所によって異なる可能性があるた
め、配信先サイト。

planned_l 
ead_time

必須 注文から配送受領までの予想日数。

eff_start_date オプションで
す。

このリードタイム定義が有効になる日付。デフォルトは 
1900-01-01 00:00:00 です。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

eff_end_date オプションで
す。

このリードタイム定義の有効期限が切れる日付。デフォ
ルトは 9999-12-31 23:59:59 です。

region_id オプションで
す。

リージョン固有のリードタイム定義の地理的リージョ
ン。

company (オプション)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、企業データを使用し
て、さまざまな法人またはビジネスユニットが共有サプライチェーンインスタンス内で運用されてい
るマルチエンティティ計画環境をサポートします。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 会社/法人の一意の識別子。

説明 オプションで
す。

会社の名前またはラベル。

address_line_1 オプションで
す。

会社の主な住所行。

address_line_2 オプションで
す。

セカンダリアドレスライン (スイート、建物、床）。

city オプションで
す。

会社所在地の都市

state_prov オプションで
す。

会社が所在する州または都道府県。

postal_code オプションで
す。

会社住所の郵便番号。

country オプションで
す。

会社が登録または運営されている国。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

phone オプションで
す。

会社の主要連絡先電話番号。

E メール オプションで
す。

会社の主要連絡先の E メールアドレス。

sourcing_rules (必須)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、調達ルールを使用し
て、各送信先サイトの各製品の補充方法を決定します。ルールは、供給元が外部購入 (発注書）、内
部転送 (転送注文）、または製造 (生産注文) のいずれであるかを指定し、複数の供給オプションが存
在する場合に調達優先度と配分比率を定義します。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

sourcing_rule_id 必須 ソーシングルールの一意の識別子。

product_id オプションで
す。

この調達ルールによって管理される特定の製品。

product_group_id オプションで
す。

この調達ルールによって管理される製品グループ。

to_site_id 必須 このルールで供給を受け取る送信先サイト。

sourcing_ 
rule_type

必須 調達の性質: 購入 (外部調達）、製造 (内部生産）、移管 
(プラント間）。

from_site_id 条件付きで必要 供給元のソース/オリジンサイト (内部プラントまたは倉
庫）。sourcing_rule_type が「transfer」の場合に必要で 
す。

tpartner_id 条件付きで必要 ベンダー/サプライヤー ID。sourcing_rule_type が「購
入」の場合に必要です。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

transport 
ation_lane_id

オプションで
す。

この調達パスに使用される輸送レーンへのリンク。

sourcing_priority オプションで
す。

優先度ランキングは、同じ製品/サイトに複数のソーシン
グオプションが存在する場合に使用されます。

sourcing_ratio オプションで
す。

同じproduct-site-periodの組み合わせに複数のアクティブ 
なソーシングルールが存在する場合に、このソーシング
ルールが満たす総需要の割合を定義するパーセンテージ
配分 (0～100)。

min_qty オプションで
す。

この調達ルールの最小注文数量の制約。

qty_multiple オプションで
す。

注文数量は、この値の倍数 (スロットサイズ設定) である
必要があります。

productio 
n_process_id

オプションで
す。

sourcing_rule_type が「manufacture」の場合に使用され
る製造プロセス/ルート。

eff_start_date オプションで
す。

この調達ルールがアクティブになる日付。デフォルトは 
1900-01-01 00:00:00 です。

eff_end_date オプションで
す。

このソーシングルールの有効期限が切れる日付。デフォ
ルトは 9999-12-31 23:59:59 です。

inventory_policy (必須)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、在庫ポリシーデータを
使用して、各製品サイトの組み合わせの安全在庫の計算方法と補充しきい値を決定します。ポリシー
タイプ (絶対レベル、days-of-cover、またはdays-of-cover予測) は、計画エンジンが最小インベント
リバッファを計算し、補充レコメンデーションを生成する方法を制御します。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 インベントリポリシーレコードの一意の識別子。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

site_id オプションで
す。

このインベントリポリシーが適用されるサイト/ウェアハ
ウス。

dest_geo_id オプションで
す。

このポリシーがターゲットとする地理的リージョンは、
リージョン固有の在庫戦略を可能にします。

product_id オプションで
す。

このポリシーが適用される特定の製品 (製品レベルのポリ 
シーの場合）。

product_group_id オプションで
す。

このポリシーが適用される製品グループ (グループレベル
のポリシーの場合）。

ss_policy 必須 安全在庫の計算方法を管理する安全在庫ポリシータ
イプ: Abs_level、DOC_dem、または DOC_fcst。現
在、sl (サービスレベル) はサポートされていません。1. 
Abs_level: 最小/最大インベントリ数量で指定された単位
を使用します。インベントリが最小を下回るたびに順序
付けが提案されます。 2。DOC_dem: 過去の需要から計
算されたカバー日数をインベントリのターゲットレベル
として使用します。3. DOC_fcst: 予測から計算されたカ
バー日数をインベントリのターゲットレベルとして使用
します。

min_safety_stock オプションで
す。

ポリシーで計算された値を上書きする絶対最小安全在庫
数量の下限。製品の基本測定単位で表されます。

min_inven 
tory_qty

条件付きで必要 ss_policy が abs_level の場合、min_inventory_qty/max_i 
nventory_qty または target_inventory_qty のいずれかが必
要です。手持ち数量がこのしきい値を下回ったときに補
充シグナルをトリガーする最小インベントリレベル (並べ
替えポイント）。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

max_inven 
tory_qty

条件付きで必要 ss_policy が abs_level の場合、min_inventory_qty/max_i 
nventory_qty または target_inventory_qty のいずれかが
必要です。補充注文の上限を定義する最大許容在庫数量 
(order-up-toレベル）。サイトがこの製品に対して保持
する在庫の合計を制限することで、在庫過剰を防止しま
す。

target_in 
ventory_qty

条件付きで必要 ss_policy が abs_level の場合、min_inventory_qty/max_i 
nventory_qty または target_inventory_qty のいずれかが
必要です。これは、システムが維持する目標在庫数量で
す。

min_doc_limit 条件付きで必要 ss_policy が doc_dem または doc_fcst の場合、 
(min_doc_limit と max_doc_limit のペア) または target_do 
c_limit のいずれかが必要です。在庫が少なくともこの数
日間のフォワード需要を常にカバーするように、カバー
フロアの最小日数。

max_doc_limit 条件付きで必要 ss_policy が doc_dem または doc_fcst の場合、 
(min_doc_limit と max_doc_limit のペア) または target_do 
c_limit のいずれかが必要です。インベントリカバレッジ
の上限を表すカバー制限の最大日数。

target_doc_limit 条件付きで必要 ss_policy が doc_dem または doc_fcst の場合、 
(min_doc_limit と max_doc_limit のペア) または target_do 
c_limit のいずれかが必要です。ターゲットカバー日数 (履
歴需要または予測ベース）。

eff_start_date オプションで
す。

インベントリポリシーが有効になる日付。デフォルトは 
1900-01-01 00:00:00 です。

eff_end_date オプションで
す。

インベントリポリシーの有効期限が切れる日付。デフォ
ルトは 9999-12-31 23:59:59 です。
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inventory_level (必須)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、インベントリレベルの
スナップショットを使用して、各製品の各サイトの現在の手元在庫位置を確立します。このデータは
補充計算の開始点であり、計画エンジンは現在のインベントリとインベントリポリシーで定義された
ターゲットレベルとのギャップを判断できます。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

snapshot_date 必須 インベントリスナップショットが作成された日時。

site_id 必須 このインベントリが物理的にあるサイト/倉庫。

product_id 必須 インベントリが報告される製品/マテリアル。

on_hand_i 
nventory

必須 無制限でavailable-for-use在庫の数量。

inv_condition オプションで
す。

インベントリの条件または品質分類 (利用可能、ブロッ 
ク、in-quality-holdなど）。

予測 (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、補充計算の主要な需要
シグナルとして予測データを使用します。計画エンジンは、製品とサイト別の予測需要量を使用し
て、補充する必要がある在庫の量とタイミングを決定し、計画期間全体で購入、移管、生産注文のレ
コメンデーションを推進します。Amazon Connect Decisions Demand Intelligence によって予測が生
成される場合、このデータは必須ではありません。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

snapshot_date 必須 この予測が生成または最後に更新された日付。

site_id 必須 需要が予測されているサイト。

product_id 必須 需要が予測されている製品。

mean 条件付きで必要 mean または p50 のいずれかを指定する必要がありま
す。このproduct-site-periodの組み合わせの需要予測分
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

布の算術平均。プライマリ需要シグナルとして機能しま
す。

p50 条件付きで必要 mean または p50 のいずれかを指定する必要がありま
す。最も可能性の高い需要シナリオを表す予測数量の中
央値 (50 パーセンタイル）。

p10/20/30 
/40/50/60 
/70/80/90

オプションで
す。

需要変動分析のための 10 パーセンタイル、50 パーセン
タイル、90 パーセンタイルの確率予測値。

forecast_start_dtt 
m

必須 予測バケット期間の開始日時。

forecast_ 
end_dttm

必須 予測バケット期間の終了日時。

outbound_order_line (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、アウトバウンド注文明
細データを使用して、顧客の注文と需要のコミットメントを追跡します。このデータにより、確認さ
れた需要を可視化できるため、計画エンジンはコミットされた顧客注文の在庫を予約し、フルフィル
メントの義務を補充レコメンデーションに含めることができます。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 アウトバウンド注文明細 (配送明細項目) の一意の識別
子。

product_id 必須 顧客に出荷される製品。

cust_order_id 必須 この行が属する顧客の注文番号。

ステータス オプションで
す。

行の現在のフルフィルメントステータス (オープン、キャ
ンセル済み、クローズなど）。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

order_date オプションで
す。

注文が行われた日付。

init_quan 
tity_requested

オプションで
す。

顧客が最初に注文した元の数量。

final_qua 
ntity_requested

必須 現在/調整された数量は引き続き満たされます (部分的な
出荷と注文変更のアカウント）。

requested 
_delivery_date

必須 顧客が最初に配送をリクエストした日付。

promised_ 
delivery_date

オプションで
す。

可用性チェック後に顧客にコミットされた日付。

actual_de 
livery_date

オプションで
す。

顧客が商品を実際に受け取った日付。

ship_from_site_id 必須 製品が出荷される倉庫または工場。

quantity_ 
promised

オプションで
す。

顧客に確認/コミットされた数量。

quantity_ 
delivered

オプションで
す。

物理的に出荷/配送された数量。

inbound_order_line (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、インバウンド注文明細
データを使用して、未処理の発注書、転送注文、製造注文を追跡します。このデータは、計画された
供給品受領を可視化し、補充レコメンデーションを生成するときに、計画エンジンが転送中の在庫と
確認された在庫を考慮できるようにします。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 注文明細項目の一意の識別子 (通常は注文 ID と明細番号
の複合）。

order_id 必須 インバウンド注文ヘッダー番号。

tpartner_id 条件付きで必要 PO (発注書) に必須。注文明細をベンダー/サプライ 
ヤーにリンクします。デフォルトの SCN_RESER 
VED_NO_VALUE_PROVIDED。

product_id 必須 この行で注文されている製品/マテリアル。

order_type 必須 この注文行の型分類。PO (発注書）、TO (転送注文）、
または MO (製造注文) である必要があります。

ステータス オプションで
す。

この特定の明細項目の現在のステータス (オープン、InT 
ransit、クローズ済み、キャンセル済みなど）。

from_site_id 条件付きで必要 TO (転送注文) に必須。製品の出荷元のオリジンサイト。

to_site_id 必須 この明細項目の配信の送信先サイト。

quantity_ 
submitted

条件付きで必要 元の数量がリクエスト/注文されました。quantity 
_submitted または quantity_confirmed のいずれかを指定
する必要があります。

quantity_ 
confirmed

条件付きで必要 サプライヤーが配送について確認した数量。quantit 
y_submitted または quantity_confirmed のいずれかを指定
する必要があります。

quantity_ 
received

オプションで
す。

送信先サイトで物理的に受け取った数量。

submitted_date オプションで
す。

この明細項目がシステムで作成された日付。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

earliest_delivery_ 
date

条件付きで必要 earliest_delivery_date、 latest_delivery_date、または 
expected_delivery_date の少なくとも 1 つを指定する必
要があります。

expected_ 
delivery_date

条件付きで必要 この明細項目の予定または約束された配送日。earlie 
st_delivery_date、 latest_delivery_date、または 
expected_delivery_date の少なくとも 1 つを指定する必
要があります。

latest_de 
livery_date

条件付きで必要 earliest_delivery_date、 latest_delivery_date、または 
expected_delivery_date の少なくとも 1 つを指定する必
要があります。

earliest_ 
ship_date

オプションで
す。

ベンダーがこの注文行の製品を発送した最も早い日時。
入力した場合、計画エンジンはこの日付を使用して注文
開始日を決定します。

latest_ship_date オプションで
す。

ベンダーがこの注文行の製品を出荷した最新の日時。入
力した場合、計画エンジンはこの日付を使用して注文開
始日を決定します。

product_group_id オプションで
す。

この代替マッピングの製品グループコンテキスト。

to_site_id オプションで
す。

代替製品配信の送信先サイト。

from_site_id オプションで
す。

代替製品ソーシングのオリジンサイト。

transport 
ation_lane_id

オプションで
す。

この代替製品を調達するときに使用する輸送レーン。

min_qty オプションで
す。

代替製品の最小注文数。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

qty_multiple オプションで
す。

注文数量は、代替製品のこの値の倍数である必要があり
ます。

product_bom (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、製品部品表 (BOM) デー
タを使用して、製品需要をコンポーネントレベルの要件に分解します。計画エンジンは、製造された
製品の生産注文を生成するときに、BOM を使用して各原材料またはサブアセンブリの必要量を計算
し、コンポーネントの調達と生産計画のための依存需要シグナルを作成します。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 BOM 明細レコードの一意の識別子。通常は、親製品、コ
ンポーネント製品、サイト、および発効日の代理キーま
たは複合です。

product_id 必須 この BOM を使用して製造された完成品または親アセン
ブリを識別する製品テーブルへの外部キー。

site_id 必須 この BOM が有効な製造場所を識別する Site テーブルへ
の外部キー。

component 
_product_id

必須 親製品の生産に必要な原材料、サブアセンブリ、または
中間コンポーネントを識別する製品テーブルへの外部
キー。

component 
_quantity_per

必須 親製品の 1 ユニットを生成するために必要なコンポーネ
ント製品の数量。コンポーネントの基本測定単位で表さ 
れます。

eff_start_date 必須 この BOM 関係が有効であり、需要爆発の計画エンジン
で使用する必要があるカレンダーの日付。

eff_end_date 必須 この BOM 関係が無効になり、計画に使用しないでくだ
さい。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

productio 
n_process_id

オプションで
す。

この特定の BOM を使用する製造ルートまたはレシピを
識別する、Production Process テーブルへの外部キー。

production_process (現在 Supply Planning ではサポートされていません。近日追加予
定)

このデータエンティティはどのように使用されますか? このデータエンティティは、現在 Supply 
Planning ではサポートされていません。ただし、間もなく追加されます。サポートされている場
合、計画エンジンはセットアップ時間と運用時間を使用して製造リードタイムを計算し、生産能力の
実現可能性を評価します。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

productio 
n_process_id

必須 製造プロセスまたは本番稼働用ルートの一意の識別子。
特定のサイトの原材料/コンポーネントを完成製品に変換
する特定の一連のオペレーションを表します。

product_id 必須 この生産プロセスで製造された完成製品または出力製品
を識別する製品テーブルへの外部キー。

site_id 必須 この生産プロセスが物理的に実行される製造施設を識別
する Site テーブルへの外部キー。

setup_time 必須 バッチ実行を開始する前に、本番稼働用機器の切り替
え、キャリブレーション、準備に必要な 1 回限りの期間 
(時間単位) を修正しました。

operation_time 必須 この製造ラインで生成される出力の単位ごとに消費され
る可変処理時間 (時間単位）。合計生産期間 = setup_time 
+ (Operation_time x 計画数量）。

Supply Planning のデータエンティティ 91



Amazon Connect の決定 ユーザーガイド

segmentation_rule (現在 Supply Planning ではサポートされていません。近日追加予
定)

このデータエンティティはどのように使用されますか? このデータエンティティは、現在 Supply 
Planning ではサポートされていません。ただし、間もなく追加されます。セグメント化ルールの
データにより、製品とサイトをセグメント (需要の変動性、顧客層、製品ライフサイクルなど) に分
類することで、差別化された計画が可能になります。サポートされている場合、計画エンジンはセグ
メント固有のインベントリポリシー、予測モデル、サービスレベルのターゲットを適用します。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

segmentat 
ion_rule_id

必須 特定の segment_type + segment_value の組み合わせをpr 
oduct/site/channelディメンションにマッピングするセグ
メンテーションルールの一意の識別子。

segment_type 必須 定義されているセグメンテーションディメンションの
名前 (DemandVariability、CustomerTier、ProductLifecy 
cle、ServiceLevel など）。

segment_value 必須 segment_type 分類内の特定の値 (例: DemandVar 
iability には High、Medium、Low、CustomerTier には 
A、B、C)。

segmentat 
ion_rule_ 
description

オプションで
す。

このセグメントにエンティティを割り当てるために使用
されるビジネスロジックまたは基準の人間が読める説
明。

product_id オプションで
す。

製品テーブルへの外部キー。入力すると、ルールはこの
特定の製品にのみ適用されます。

product_level_1 オプションで
す。

製品階層の最上位レベル。製品ファミリー全体で広範な
セグメンテーションを有効にします。

product_level_2 オプションで
す。

第 2 レベルの製品階層分類。セグメンテーションのため
の中間製品のグループ化を提供します。

product_level_3 オプションで
す。

第 3 レベルの製品階層分類。粒度中間の製品セグメン
テーションを有効にします。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

product_level_4 オプションで
す。

第 4 レベルの製品階層分類。きめ細かな製品セグメン
テーションを有効にします。

product_level_5 オプションで
す。

最も詳細な製品階層レベル。ルールが粗いレベルまたは
特定の product_id を対象とする場合は空白のままにしま
す。

site_id オプションで
す。

Site テーブルへの外部キー。入力すると、ルールはこの
特定のサイトにのみ適用されます。

site_level_1 オプションで
す。

サイト階層の最上位レベル。ネットワーク全体で広範な
地理的セグメンテーションを有効にします。

site_level_2 オプションで
す。

第 2 レベルのサイト階層。セグメンテーションのための
中間の地理的グループ化を提供します。

site_level_3 オプションで
す。

第 3 レベルのサイト階層。粒度の中間の地理的セグメン
テーションを有効にします。

site_level_4 オプションで
す。

第 4 レベルのサイト階層。きめ細かな地理的セグメン
テーションを有効にします。

site_level_5 オプションで
す。

最も詳細なサイト階層レベル。ルールが粗いレベルまた
は特定の site_id をターゲットにしている場合は空白のま 
まにします。

city オプションで
す。

出荷元のサイトロケーションの都市名。ロケーション
ベースのセグメンテーションの地理的コンテキストを提
供します。

state_prov オプションで
す。

出荷元サイトの都道府県。リージョンのセグメンテー
ションと管轄区域固有のビジネスルールへの準拠を有効
にします。

postal_code オプションで
す。

出荷元のサイトの郵便番号。セグメンテーションルール
の正確な地理的ターゲティングを有効にします。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

country オプションで
す。

出荷元サイトの国。国際オペレーションの国レベルのセ
グメンテーションを有効にします。

trading_p 
artner_id

オプションで
す。

取引先テーブルへの外部キー。サプライヤー、顧客、ま
たはキャリアの関係に基づいてセグメンテーションルー
ルを有効にします。

company_id オプションで
す。

会社テーブルへの外部キー。異なる法人が個別の分類
ルールを維持するマルチエンティティセグメンテーショ
ンを有効にします。

channel_id オプションで
す。

販売/配信チャネルを参照する外部キー。オムニチャネル
オペレーションのチャネル固有のセグメンテーションを
有効にします。

creation_date オプションで
す。

このセグメンテーションルールが作成されたときの ISO 
8601 タイムスタンプ。監査証跡とバージョン追跡をサ
ポートします。

connection_id オプションで
す。

データソース接続のシステム割り当て識別子。取り込み
時に Prism によって自動入力 — は手動で指定しないでく
ださい。

updated_at オプションで
す。

このレコードへの最終変更のシステムマネージドタイム
スタンプ。データ系統用に Prism によって自動入力され
る — は手動で指定しないでください。

updated_by オプションで
す。

このレコードを最後に変更したユーザーまたはプロセス
のシステムマネージド識別子。データ系統用に Prism に
よって自動入力される — は手動で指定しないでくださ
い。
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データエンティティの直接アップロード

Note

capacity_constraints、capacity_product_mapping、 Warehouse_space_limit、および 
planning_time_fence_constraints では、データ取り込みフローを設定する必要はありませ
ん。これらのデータエンティティは、Decision Teammates を通じて供給計画設定ページに
直接アップロードできます。

capacity_constraints (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、キャパシティ制約デー
タを使用して、定義されたタイムバケット内の各サイトの各キャパシティリソースの最小スループッ
ト制限と最大スループット制限を定義します。計画エンジンは、本番環境とストレージのレコメン
デーションを生成するときにこれらの制約を適用し、計画が物理的または契約上の実現可能性の境界
内に留まるようにします。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 容量制約レコードの一意の識別子。キャパシティリソー
ス、サイト、タイムバケット、有効日付範囲の組み合わ
せを参照します。

capacity_id 必須 制約されている特定のリソース (生産ライン、ストレージ
ゾーン、ドック、労働力プールなど) を識別するキャパシ 
ティテーブルへの外部キー。

site_id 必須 この容量の制約が適用される物理的な場所を識別する 
Site テーブルへの外部キー。

bucket_type 必須 容量使用率を測定および適用するためのタイムバケット
の詳細度を定義します。使用できる値: 毎日、毎週、毎
月。

eff_start_date 必須 このキャパシティ制約が計画エンジンによってアクティ
ブになり、強制可能になるカレンダーの日付。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

eff_end_date 必須 この容量制約が期限切れになり、適用されなくなったカ
レンダーの日付。

min_capac 
ity_usage

オプションで
す。

定義されたタイムバケット内で必要な最小スループット
または使用率。契約上または運用上のフロアを表しま
す。

max_capac 
ity_usage

必須 定義されたタイムバケット内で許可される最大スルー
プットまたは使用率。計画エンジンは、本番稼働をスケ
ジュールしたり、この制限を超えてインベントリを割り
当てたりしてはいけません。

capacity_product_mapping (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、キャパシティー製品
マッピングデータを使用して、各サイトで消費するキャパシティーリソースに製品をリンクします。
このマッピングにより、計画エンジンは、共通のリソースを共有するすべての製品の合計容量需要を
集計し、ボトルネックを特定し、容量が限られている場合に本番稼働用シーケンスに優先順位を付け
ることができます。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

id 必須 特定の製品を特定のサイトで消費するキャパシティーリ
ソースにリンクするキャパシティcapacity-to-productマッ
ピングレコードの一意の識別子。

product_id 必須 製品テーブルへの外部キー。マッピングされたリソース
から生産または処理が容量を消費する特定の SKU または
マテリアルを識別します。

site_id 必須 このproduct-to-capacity関係が有効な場所を指定する Site 
テーブルへの外部キー。
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

capacity_id 必須 キャパシティテーブルへの外部キー。この製品が本番環
境、ストレージ、または処理中に消費するキャパシティ
リソースを識別します。

Warehouse_space_limit (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、倉庫スペース制限デー
タを使用して補充レコメンデーションを制限し、計画された在庫が倉庫の物理ストレージ容量を超え
ないようにします。これにより、計画エンジンが供給注文を生成して、サイトでのストレージ要件の
過密化や実行不可能になるのを防ぐことができます。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

site_id 必須 容量が定義されているウェアハウスの識別子。

max_capacity 必須 製品エンティティで定義されたボリューム測定単位で表
される、ウェアハウスの最大ストレージ容量。供給計画
が物理的なスペースを超えないように制約するために使
用されます。

planning_time_fence_constraints (条件付きで必要)

このデータエンティティはどのように使用されますか? Supply Planning は、計画時間フェンス制約
データを使用して、計画エンジンが既存の供給注文を変更できないようにする時間境界を定義しま
す。これらの制約により、プランナーは短期供給計画を自動再スケジュールから保護し、定義された
タイムフェンスウィンドウ内の特定の製品とサイトの確定済み注文を保持できます。

列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

rule_id 必須 計画時フェンス制約ルールの一意の識別子。

product_id オプションで
す。

Product テーブルへの外部キー。入力すると、タイム
フェンスはこの特定の製品にのみ適用されます。空白の 
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列 列は必須ですか? この列は Supply Planning でどのように使用されますか?

ままにすると、制約は指定されたサイトのすべての製品
に適用されます。

site_id オプションで
す。

Site テーブルへの外部キー。入力すると、タイムフェン
スはこの特定のサイトにのみ適用されます。空白のまま
にすると、制約はすべてのサイトにわたって指定された
製品に適用されます。

planning_ 
time_fence_days

必須 計画エンジンが既存の供給注文を自動的に再スケジュー
ルまたはキャンセルしない、計画実行日からの暦日数。
このウィンドウ内の注文開始日を持つ注文は、フリーズ
として扱われ、自動変更から保護されます。

新しいプランの作成

供給計画を作成するには:

1. AWS 「Connect Decisions」の「Plans」セクションに移動し、「Create Plans in Supply Plans」
セクションを選択します。供給計画を作成すると、変化するビジネスニーズを反映したり、新し
い情報を組み込んだりするために、いつでも柔軟に供給計画を編集できます。

2. タイムホライズン設定を構成する:

• タイムバケット: 計画ニーズに基づいて日次または週次を選択します。

• 計画期間: 予測期間を指定します。

• 毎日: 1～365 日

• 毎週: 1～52 週間

• 計画開始日: 週次計画の場合、計画開始日として曜日を選択できます。また、週の始まりも示し
ます。

3. 計画スケジュール

1 回限りの実行と定期的なスケジュールのいずれかを選択する

• 定期的なスケジュールで、スケジュールの頻度を選択します。

• 毎日: UTC スケジュール時間を入力します

• 毎週: 曜日を選択し、UTC スケジュール時間を入力します
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• 毎月: 日付を選択し、UTC スケジュール時間を入力します。

4. 需要ネッティング:

供給計画の生成を促進する需要を設定します。予測、販売注文、またはその両方を選択する

• 予測: 予測需要

• 販売注文: 実際の販売注文の需要

5. デマンドタイムフェンス:

供給計画が予測された需要を無視する期間。

6. 予測消費ウィンドウ:

実際の顧客注文が予測需要を置き換えるか消費する期間。

• 予測消費ウィンドウ - 転送日数

• 予測消費ウィンドウ - バックワード日数

7. 需要の履歴期間

過去の需要の平均計算で考慮する過去の日数

8. 期限を過ぎた供給日数

供給注文が期日を過ぎても、供給と見なされる日数。

9. タイムフェンスの計画

供給計画が凍結される期間。計画タイムフェンスを使用して新しい計画注文は作成されません。

10.設定ルール

ビジネス目標に沿った計画の作成をシステムに指示する制約ルール。本番稼働キャパシティ制約
テンプレートまたはウェアハウススペース制限テンプレートを使用してルールを追加します。

• Production Capacity Constraints: Production Capacity Constraints テンプレートの csv ファイル 
(圧縮) をダウンロードします。Decision チームメイトを使用してデータを入力し、3 つの csv 
ファイル (圧縮されていない) をアップロードします。

• ウェアハウススペース制限: ウェアハウススペース制限テンプレート csv ファイルをダウンロー
ドします。Decision チームメイトを使用してデータを入力し、再度アップロードします。

11.供給計画の生成

上部の「供給計画の生成」ボタンを選択して、計画生成ジョブを開始するか、スケジュールされ
た計画の実行を待ちます。
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プランパラメータの設定

既存の供給計画を設定する

計画設定ページに移動するには、計画リストから計画ハブまたはアクションメニューの上部にあ
るミートボールメニューから設定を選択します。プラン設定の変更を手動で更新するか、Decision 
Teammate とチャットして変更を行うことができます。

プランの確認と編集

供給計画を確認するには:

1. AWS Supply Chain ホームページから Plans に移動します。

2. 計画名をクリックするか、アクションリストから計画のレビューを選択します。

3. システムには、製品とサイト全体で集約された供給計画の概要が表示されます。

4. フィルタリングオプションを使用して、特定の製品、場所、または期間に焦点を当てます。

供給計画の詳細を確認する

• 需要セクション

• 合計需要: 現在のタイムバケットの合計需要

• 元の予測: 予測消費のない元の需要予測

• 正味予測: 予測消費後の残りの予測

• 販売注文: 受理する必要がある未処理の販売注文

• Open Transfer Order Demand: Open Transfer Order からの需要

• Open Production Order Demand: Open Production Order からの需要

• 計画転送注文の需要: 計画転送注文からの需要

• 計画された生産注文の需要: 計画された生産注文からの需要

• 指定セクション

• 合計供給量: 現在のタイムバケットの合計供給量

• 手元在庫: 手元在庫

• オープン発注書: オープン発注書の供給

• Open Transfer Orders: Open または InTransit のいずれかの既存の転送注文

• Open Production Orders: Open production order supply
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• 計画発注書: システムによって生成された計画発注書

• 計画転送注文: システムによって生成された計画転送注文

• 計画された生産注文: システムによって生成された計画された生産注文

• 予測インベントリセクション

• 予測インベントリ: 予測終了インベントリ残高

• 最小インベントリレベル: インベントリポリシーに基づいて計算された最小インベントリレベル

• ターゲットインベントリレベル: インベントリポリシーに基づいて計算されたターゲットインベ
ントリレベル

• 最大インベントリレベル: インベントリポリシーに基づいて計算された最大インベントリレベル

• 安全在庫: インベントリポリシーで指定された安全在庫の要件

• カバーの予測日数 (週): プランのタイムバケット設定に応じた供給の予測日数 (週)

注文の詳細を確認する

システムは注文ビューを提供し、プランナーが計画の背後にあるトランザクションデータをドリルダ
ウンできるようにします。このビューは、メイン表形式ビューのユーザーの選択に基づいて自動的
にフィルタリングされます。ユーザーは、 Supply Plans ビューで注文数量をクリックして注文詳細
ビューに移動し、リンクを選択できます。注文詳細ビューには、その特定の供給数量に関連付けられ
た対応する供給注文が表示されます。たとえば、供給数量が特定の週のすべての未処理の発注書の合
計を表す場合、注文詳細ビューを表示して、対応する未処理の発注書の詳細を表示できます。

注文の詳細を編集する

ユーザーは、生成された計画された注文を確認し、数量の調整や注文開始日と予定配達日の更新な
どの変更を行うことができます。デフォルトでは、ユーザーが調整を行うと、変更された注文は自動
的に確定注文としてマークされ、プランの再実行中に保持されることを示します。注文が調整される
と、ユーザーは再実行ボタンをクリックして供給計画を再計算し、これらの変更の影響が計画全体に
反映されるようにする必要があります。この再実行中、システムはこれらの確定した注文を尊重し、
再計算しないため、プランナーの意図が維持されます。

供給計画の発行

プランナーが供給計画を確認して改良したら、最終計画を公開してダウンストリームプロセスで利用
できるようにします。

需要計画を公開するには:
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1. 総合的なパフォーマンスメトリクスを確認して、供給計画の品質が標準を満たしていることを確
認します。

2. 計画チームと調整して、必要な調整がすべて完了していることを確認します。

3. Publish Plan をクリックしてリクエストを処理します。

4. システムは、公開されたプランを設定済みの Amazon S3 フォルダに自動的に保存します。
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一般的な問題と解決策

一般的なデータの問題

需要履歴の日付形式が混在している

ソースシステムでは、日付を DD/MM/YYYY、MM/DD/YYYY、または YYYY-MM-DD としてエクス
ポートできます。場合によっては、同じファイル内にあります。システムはこれらを誤って解析し、
間違った月に注文を割り当てる可能性があります。

修正: エクスポートプロセスで日付形式を標準化します。ソースを制御できない場合は、データフ
ロー SQL に日付検証を追加します。

注文履歴の負の数量

クレジットノート、リターン、または取り消しは負の数量として表示される場合があります。これら
は需要平均を歪め、モデルを混乱させる可能性があります。

修正: 正の数量のみにフィルタリングするか、注文ステータス (有料/請求された注文のみなど) で
フィルタリングします。

レコード数がソースシステムと一致しません

• 最も一般的な原因は複合キーの衝突です。2 つのレコードが同じ一意の識別子を共有している場
合、一方はもう一方のレコードを上書きします。

• データマッピングのフィルター条件が、表示される予定のレコードを除外する場合にも発生する可
能性があります。

チームが不一致を追跡できるように、特定の product+site の例と予想されるレコード数を指定しま
す。

ERP に存在しない注文がシステムに表示される (またはその逆)

• レポート実行の間に受理または削除された注文は、次の更新から消えますが、前日のデータから生
成された例外に表示される場合があります。

• 新しく作成された注文は、次のデータ更新まで表示されません。
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これは予想される動作です。例外は、新しいデータロード後の次の評価サイクルで更新されます。

プラン入力ファイルには、他の工場やビジネスユニットの製品が含まれま
す。

ソースシステムのエクスポートに予測プロジェクトの範囲外の製品が含まれている場合:

• システムは製品マスターに自動的にフィルタリングされます。製品マスターファイルに存在する
製品のみが予測に含まれます。ただし、入力ファイルの大部分が範囲外の場合 (行の 50% 以上な
ど）、これはソースエクスポートを厳しくする必要があることを示します。

• 製品カバレッジレートを定期的に確認します。各データロードの後、売上および予測入力ファイ
ル内の製品の割合が製品マスターと一致することを確認します。カバレッジが 80% を下回る場合
は、ソースエクスポートの範囲が変更されているか、製品マスターを更新する必要があるかを調べ
ます。

• プラン入力の対象Out-of-scopeの製品は、合計が肥大化する可能性があります。EDI または SIOP 
ファイルに他の植物の製品が含まれている場合、総予測シグナルは必要以上に高くなります。ロー
ドする前に、プラン入力ファイルが製品マスターと同じ製品スコープにフィルタリングされている
ことを確認します。

一般的な例外と推奨事項の問題

同じ product+site が例外リストに複数回表示される

これは、基盤となるルールが射影期間内の適格な日付ごとに個別の例外を生成する場合に発生する可
能性があります。

サポートチームに連絡して、製品 + サイトあたりの最も早い違反日にのみフラグを付けるように
ルールを調整します。

レコメンデーションがグラフに表示されるものと一致しない

レコメンデーションは、例外の作成時に利用可能なデータを分析する AI エージェントによって生成
されます。それ以降にデータが変更された場合、レコメンデーションは、最新でなくなった注文また
は数量を参照する場合があります。

• 例外のタイムスタンプを確認します。1 日以上経過している場合、レコメンデーションは古くなる
可能性があります。

プラン入力ファイルには、他の工場やビジネスユニットの製品が含まれます。 104
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• レコメンデーションが明らかに間違っている場合 (例: はグラフに表示される大きな順序を無視す
る）、親指を下げてフィードバックを提供し、特定の例外をサポートチームに報告します。

影響日または「Act By」の日付が間違っているように見える

• 影響日には、インベントリの問題がいつ始まるか (例: 在庫切れがいつ始まるか、または超過がし
きい値を超えたか) が表示されます。

• 「Act By」の日付はリードタイムを考慮して、問題がマテリアライズされる前に行動する時間を確
保する必要があります。Act By が影響日と等しい場合、リードタイムは組み込まれない可能性が
あります。これをサポートチームに報告してください。

ERP で見つからないレコメンデーションリファレンスオーダー

ERP スナップショットは毎日変更されます。昨日のレコメンデーションで参照されている注文は、
今日の ERP 実行で受理、キャンセル、または再スケジュールされている可能性があります。

これは、ERP ベースのデータの既知の制限です。履歴消費データを追加して、コンテキストを改善
できます。

一般的な精度の問題

予測が単純移動平均よりも大幅に悪い

ASC 予測が総 WAPE で 6 か月の移動平均に減少している場合は、次の一般的な原因を確認してくだ
さい。

• 範囲内の少量/非アクティブな製品が多すぎます。疎で断続的な需要を持つ製品は、どのモデルで
も単純な平均を上回るのは困難です。事前処理ルールを使用して、需要履歴が意味のある製品 (需
要が 6 か月以上ゼロでない製品など) に予測を絞り込みます。

• 古い履歴や汚染された履歴に関するトレーニング。注文履歴が何年もさかのぼる場合、古い需要パ
ターンは現在の現実を反映していない可能性があります。トレーニング履歴を最新の 3～5 年に制
限したり、異常な期間 (例: COVID) を正規化された値に置き換えたりするには、前処理ルールを検
討してください。

• 1 回限りの注文からの需要の急増。1 つの大きな一括注文では、トレーニングデータに誤った増加
傾向が生じる可能性があります。前処理ルールを使用して、異常な毎月の需要値を末尾の平均の倍
数 (例: 5 倍) で制限します。
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• コンセンサスルールが間違った方向に適用されます。LLM エージェントはルール言語を誤って解
釈する可能性があります。「27% の減少」は、引き上げとして適用される場合があります。特
定の製品と月を比較して、ベースラインに対するコンセンサス出力を常に検証します。方向言語 
(「27.5% 減少」) ではなく、明示的な乗算言語 (「0.725 を掛ける」) を使用します。

過大予測バイアス (予測が実績よりも体系的に高い)

正のバイアスは、カタログ全体で必要以上に注文していることを意味します。一般的な原因:

• モデルは成長期間にトレーニングされます。最近の成長が継続していない場合、モデルは存在しな
くなった傾向を推定します。

• コンセンサスルールは上方調整を重ねています。予測を引き上げる複数のルール (在庫切れバイア
ス、トレンドブースト、季節的な引き上げ) が混在する可能性があります。アクティブなルールを
確認し、それらがすべて同じ製品に適用されているかどうかを確認します。

• 対象範囲内の製品を削除/中止しました。需要が減少するが、まだ予測中である製品には、体系的
な過剰予測が表示されます。

過小予測バイアス (実績よりも体系的に低い予測)

負のバイアスは、一貫して実際の需要よりも少ない需要を予測し、潜在的な在庫切れやコストの迅速
化につながることを意味します。一般的な原因:

• 外部予測シグナルが組み込まれていません。計画入力 (EDI 顧客予測、SIOP 生産計画など) がロー
ドされているが、コンセンサスルールが適用されていない場合、予測はデフォルトで統計ベースラ
インになります。これは、プランナーが表示する需要シグナルをキャプチャしない可能性がありま
す。ConsensusForecast エクスポートと Forecast (ベースライン) エクスポートを比較して、コン
センサスルールが出力を実際に変更していることを確認します。同じ場合、ルールは発射されませ
ん。

• アグリゲートをプルダウンするスパース製品とサイトの組み合わせ。productxsite 粒度で予測して
も、多くの組み合わせの需要がゼロまたはほぼゼロである場合、モデルは非アクティブな組み合わ
せに対してゼロ以外の小さな予測を生成します。これらは個々に加算されるのではなく、合計予測
を実際の値より下にドラッグします。前処理ルールを使用して需要履歴が不十分な組み合わせを除
外するか、プラン入力で条件付きゼロフィルを使用して非アクティブな組み合わせの「予想需要な
し」を明示的に通知します。

• モデルは最近の成長傾向を把握していません。統計モデルは履歴データを重み付けします。ここ数
か月でビジネスが大きく成長したが、モデルに数年にわたる少量の履歴がある場合、トレンドは遅
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れます。これは通常、モデルがより新しいデータを蓄積するため、時間の経過とともに改善されま
す。その間、最近の実績の過去平均を外部予測週の下限として使用するコンセンサスルールを検討
してください。

• Year-over-year季節性の不一致。今年の需要パターンが過去数年と異なる場合 (例: 早期の季節的な
増加、新製品の発売）、モデルは異なる期間に過小予測される可能性があります。バイアス不足
が、前年のパターンとは異なる特定の週または月に集中しているかどうかを確認します。

予測精度は、より長い期間に大幅に低下します

予測期間の増加に伴って精度が悪化するのは正常です。1 週間目は常に 8 週間目よりも正確です。た
だし、劣化が予想よりも急激である場合:

• 外部シグナルは短期的にのみ役立ちます。最初の数週間に顧客予測 (EDI) を組み込むコンセンサス
ルールがある場合、精度は短期的に大幅に向上し、ルールの適用が停止すると低下します。これは
予想されます - ブレンドアプローチ (例: 外部シグナルとベースラインの 50/50 のブレンドを中期
的な週) でより多くの週をカバーするようにルールを拡張することを検討してください。

• ベースラインは、より長い期間で長期平均に戻ります。統計モデルは、より長い期間では自信がな
くなり、履歴平均に向かう傾向があります。最近の需要が過去の平均を上回っている場合、外部週
は偏りが少なくなります。これはモデルの動作であり、設定の問題ではありません。

• 需要の変動性により、地平線が長くなります。需要がweek-to-week性が高い場合 (変動係数 > 
0.5)、完全なモデルでも、より長い期間に高いエラーが表示されます。精度評価は、最初の 3～4 
週間に集中します。これは、ほとんどのオペレーションで実行可能な計画期間です。

外部予測 (EDI/顧客予測) をコンセンサスルールで使用すると精度が向上し
ない

外部予測を組み込むコンセンサスルールを追加したが、精度が向上していない場合:

• 外部シグナルが十分な製品をカバーしていない可能性があります。EDI または顧客予測は通常、
製品カタログのサブセット (多くの場合 30～50%) のみを対象とします。外部シグナルのない製品
は、引き続きベースラインを使用します。カバレッジレートを確認します。50% 未満の場合、集
計精度への影響は制限されます。

• 外部信号が十分に正確ではない可能性があります。ルールで使用する前に、外部予測の精度を個別
に測定します。WAPE がベースラインよりも悪い場合、WAPE を組み込むと、役に立ちません。
外部シグナルが明らかに優れている特定のサイトまたは製品 (ボリューム加重 WAPE が 50% 未満
など) にルールを制限することを検討してください。
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• 外部シグナルはゼロを報告しません。多くの EDI システムは、アクティブな注文を持つ製品のレ
コードのみを送信します。明示的にゼロを報告するのではなく、需要がゼロの製品を除外します。
コンセンサスルールに「EDI = 0 の場合、予測を 0 に設定する」と書かれている場合、ゼロレコー
ドがないため、発生しません。外部シグナルがなく、最近の販売履歴がない製品とサイトの組み合
わせについては、前処理で合成ゼロレコードを生成する必要があります。

• 外部信号の精度は地平線によって異なります。通常、顧客予測は翌週に最も正確で (基本的に確認
された注文）、急速に低下します。外部シグナルを数週間にわたって直接使用するルールは、より
長い期間の精度を損なう可能性があります。階層型アプローチを検討してください。1～3 週間は
直接置き換え、4～6 週間はブレンド、7 週間以上はベースラインのみ。

計画ルールが有効でない

コンセンサスルールが予測を変更していないように見える場合:

• ルールが優先度の高いルールによって上書きされている可能性があります。ルールは優先順位で適
用されます。後のルールでは、以前のルールを元に戻すことができます。ルールの順序を確認しま
す。

• ルール条件はどの製品とも一致しない場合があります。ルールが項目メタデータにない製品属性 
(product_group_id など) を参照している場合、ルールは何も一致しません。

• ルール言語が誤って解釈されました。LLM エージェントは自然言語からコードを生成します。あ
いまいなフレーズを使用すると、予期しない結果が生じる可能性があります。できるだけ具体的か
つリテラルにしてください。正確なフィールド名、明示的な乗数、クリア条件を使用します。

コンセンサスプランの出力がベースライン予測と同じである

ConsensusForecast エクスポートの値が Forecast (ベースライン) エクスポートと同じ場合、コンセ
ンサスルールは実行されませんでした。一般的な原因:

• 結合のディメンションが一致しません。コンセンサスエンジンは、ディメンション列 (製品 ID、サ
イト ID、日付) のベースラインにプラン入力を結合します。列名がベースラインと計画入力で異な
る場合 (たとえば、ベースラインは item_id を使用し、EDI は product_id を使用する）、結合は一
致せず、すべてのルールがベースラインのデフォルトにフォールスルーされます。データフロー設
定のディメンションマッピングが 2 つのスキーマ間で正しくマッピングされていることを確認し
ます。

• 日付形式が一致しません。ベースラインには日付が 2026-03-02 として保存され、計画入力には 
2026-03-02T00:00:00.000Z として保存される場合があります。結合に完全一致が必要な場合、タ
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イムゾーン対応の日付とタイムゾーンナイーブの日付は一致しません。結合する前に、日付列が同
じ形式に変換されていることを確認します。

• プラン入力がロードされていません。プラン入力ファイル (EDI、SIOP など) が正常に取り込まれ
たことを確認します。システム内のレコード数を確認します。プラン入力の行がゼロの場合、ファ
イルのロードに失敗した可能性があります。

• コンセンサス forecast_id はベースライン forecast_id と一致します。両方のエクスポートが同じ 
forecast_id を共有する場合、コンセンサスエンジンは処理せずにベースラインの直接コピーを生
成しました。これはシステムレベルの問題を示します。forecast_id と demand_plan_run_id のサ
ポートチームにお問い合わせください。

コンセンサスルールが間違った製品やサイトに適用される

特定のサイトまたは製品カテゴリにのみ適用すべきルールがカタログ全体に影響を与えている場合:

• サイト/製品フィルター条件が間違った列を参照している可能性があります。ルールに「[list] の
サイトに適用」と表示されているが、生成されたコードが、存在しない列や異なる値を持つ列を
チェックする場合、フィルターはすべての行をサイレントに渡すことがあります。ルールの影響を
受けない特定の製品をスポットチェックして検証します。

• ルールの優先順位は逆になる場合があります。ルールは、後のルールが以前のルールを上書きす
るチェーンとして適用されます。広範なルール (例: すべてにベースラインを使用) が特定のルール 
(例: これら 50 のサイトに EDI を使用) の後に適用される場合、広範なルールは特定のルールを元
に戻します。ルールの説明に優先順位が明確に記述されていることを確認します。

予測値は小数 (2,500.37 ユニットなど)

統計モデルは整数ではなく連続値を生成します。ビジネスがユニット全体、ケースパック、または最
小注文数量で取引する場合:

• 最終的なコンセンサスステップとして四捨五入ルールを追加します。他のすべてのコンセンサス
ルールの後に適用される単純な「最も近い整数に丸める」ルールは、小数値をクリーンアップしま
す。0.5 未満の値はゼロに丸められ、非常に需要の少ない組み合わせに適しています。

• 運用数量への四捨五入を検討してください。製品が標準パックサイズ (例: 12 ケース、パレット 
48) で出荷されている場合、最も近い有効なパックサイズに丸めると、予測のユーザビリティと精
度の両方が向上する可能性があります。これには、製品マスターのパックサイズデータが必要で
す。MOQ またはパックサイズのデータをサポートチームと共有して、このオプションを確認しま
す。
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前処理ルールを追加した後、製品カバレッジが大幅に低下する

トレーニングデータをフィルタリングする前処理ルール (「需要が 8 週間以上ない予測製品のみ」な
ど) は、データが productxsite レベルでスパースである場合、予測内の製品数を大幅に減らすことが
できます。

• 粒度を確認します。製品レベルでは 52 週間の需要があり、個々の製品とサイトの組み合わせでは 
3 週間しか需要がない場合があります。productxsite レベルで適用される最小履歴しきい値は、ほ
とんどの組み合わせを除外します。代わりに、しきい値を製品レベルで適用するか、しきい値を大
幅に下げることを検討してください。

• デプロイする前にテストします。前処理ルールをアクティブ化する前に、フィルターに合格した製
品とサイトの組み合わせの数と現在の合計をカウントします。20% 以上を除外すると、ルールが
過度に攻撃的になる可能性があります。寛容なしきい値から始めて、徐々に絞り込みます。
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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